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数字で見る図書館活動

調布市立図書館



図書館は人類の遺産

館 長 森 正 克

図書館は、かつて、権力者の所有物であ P、その権力を誇示する象徴であった。 したがって権

力者が滅びれば、 図書館は破壊され、 図書は略奪され、散逸した。

そして新たな支配者の手K よって、新しい豪華な図書館が生まれ、宮殿ととも Vてその偉容を誇

った。戦争一支配…戦争の歴史の流れの中で、権力者と遂命をとも Vてするというくり返しが図書

館史のページをいろどるのである。

しかし、今日の図書館と Pわけ公共図書館は権力者のためのものでもなく、 また一部特権階級

のためのものでもない。我々市民一人ひとりのものであり、 いつでも、 どとでも、誰でもが、 自

由K 利用できるものである。

との ζとは、 もう滅びる ζとの許されない市民の殿堂である。図書館が滅びるととは、民主々

義が滅びる ζとを意味する。

過目、東京都図書館協会の昭和田年度総会が都立中央図書館構堂で聞かれた。席上、会長の前

田陽一氏から、大変よいものを見せていただいた。

前田氏の友人から送られて来たというアメリカの切手である。

1982.1. 13(!L発行されたというとの切手 Kは、 中央部分(!L fABCXYZJの文字がデザイ

ンされ、 その上下K、 fAmerica's Libraries Legacies to rnanki ndJと明記されて

いるものである。 乙れがアメリカで通常市中で使用されている20セントの切手というから驚ろき

である。 「アメリカの図書館は、人類の遺産一一」とでも訳せばよいのか。

いずれにしてもアメリカ臼民の図書館K対する深い理解と、かぎPない期待を強〈感ずると同

時K 、図書館を支える社会的背景のたのもしさを自のあたT(!L見せつけられた感じである。

アメリカ民主主義の底力を示すものであると大変感激したものである。

わが国K おいても、 いま全国の自治体で年間 100を越える図書館がつくられている。三多摩K

おいても、昨年から東大和市、三鷹市、今年K入って八王子市、小平市と、 アイデアと工夫をと

らした新しい中央図書館が建設されている。

回、地方をあげて行革、財政の緊縮が叫ばれている中でのとの活況は、 いかK図書館K寄せる

地域住民の期待が大きいかを示すものであろう。

わが市も来年で図書館創設20周年を迎える。模索そして躍進の時代を経-・やがて展開の時代

を迎えんとしている。図書館は、民主主義のため、 「思索の宝庫」のためK 、市民の期待、要求

を自己研さんK結びつけるという不断の情熱と無線の努力が謀せられているのである。

ζのととを肝K銘じたい。

とうりものρ した担Dす昔、とみち な

桃季言わず 下自ら援を成す(史記
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表 ( 1 -1 ] 調布市人口グラフ
調布市の概況

昭和 60年 1月1日現在人口 4万 5千余人の調布市が誕生した。昭和30年4月調布町・ネ材℃町が合併し、
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表 ( I -1 J 口人

それK平行して走る私鉄(京王甲州街道(国道 20号)と、人口の分布状況を町男!J VCみると、

線 )VC沿って市街地を形成している地域(小島町、布団、国領町、仙川町等)、新らしく集団

西つつじク丘、緑ク丘等 )VC大別するととが住宅の建設K よって形成された住宅地域(染地、

できるが、近年は、首都圏内都市K 共通する宅地化の波K さらされ、道路の整備とパス路線の

男女の比率は、次第K 男が上回P現在

充実Kよって、人口分布も全市的K鉱大されつつある。

ほぽ安定横ばいとなっており、人口の異動をみると、

わが圃K 共通の典型的なつぼ型(先進国は5千 5百人余増となっている。人口構成をみると、
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184，253人。人口総数72，802人
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年齢 ( 5歳階級 ) 別，男女 別人口の構成 表 ( 1 -1 ) 

60年 1月1日現在

(下段 匡習は55年1月1日時点)
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2. 財 政

わが国経済は、長期的な低迷から脱する兆しが見えるものの、依然待造不況下K あるととろ

から、国は、 59年度の予算編成Kあたって、強力な行革の推進を計担、また厳しい歳出抑制策

を打ち出し、 29年振りVCO. 5 %と低い伸び率での超緊縮型予算を編成したととろである。

一方、東京都K おいては、都政を取り巻〈環境の厳しさを受けて、行政の技術革新を推進し、

財源の重点配分K徹する中で、マイタウン東京の実現K向けて 5.2%増の予算編成を行った。

調布市K おいても、国 ・都から少なからず影響を受け、財政的Uては非常K 苦しい実情K ある。

収入の大半を占める市税K ついては、経済情勢及び人口増加の停滞から自然、増収は期待できず、

収益事業その他の収入等Kついても伸び悩みの状態κあ台、また昨年度、地方交付税不交付団

体の指定を受けるという財政事情の厳しい中で、市税の徴収等財源確保K 最大限の努力をした。

他方、歳出面では、行政需安ーの増大Kよる施設の培加、 ζれらの施設の維持管理経費をはじめ、

人件費、公債費等の義務的経費は年々累増し、財政構造悪化の中で、事務事業の見直しを行い、

経授の徴底的節減と収入財務、の確保K努め、健全で効果的な財政選営と長期計幽の着実な実施

で、公平な市民サービスの向上K 努力したと ζろである。

(1)年度別決算額の推移 表 ( 1 - 2 一(1) ) 

昭和59年度決算額は、市費総額345億4，439万8千円で、図書館開設当時の昭和41年と比較

すると16.4 倍であP、副都心新宿から15分という地理的条件もあって、行政需要の増大と多

機化する住民ニーズを生み、首都圏都市としての発展を如笑K示している。

本年度決算の中で市貸K 占める教育費の割合は17.4 %で、前年 K 比べ額で約 7億 4，100万

円、率K おいて1. 1 婦の増加であった。更K 、市費、教育費K 占める図書館費の割合は各

0，5%、2. 9 %であり 、前年K比べやや高率なのは施設建設工事受Kよるものである。

(2) 図書館費の内訳 表 ( 1 -2一(2)J 

昭和59年度図書館貸決算額は、 1億 7，676万円と前年K比べ増加しているのは、図書館資

料保存庫新築工事資 4，935万円Kよるものである。

各節毎K比較すると、減少しているのは備品購入資(図書購入費)であり、また増加して

いるのは、報償資(対面朗読謝礼)、一般需用費(消耗品費、印刷製本費、光熱水費)、委

託料(設計、清掃、保守点検、看板作製)、工事請負受(資料保存庫)等であり、その他は

前年とほぼ同額である。

60年度当初予算は、厳しい財政事情の中、前年度比約 2千万円の減額となっているのは、新

築工事がない代りに資料保存庫完成K伴う備品購入(書架、除湿 ・冷暖房機)VCよるもので

ある。

-7-



年度別決算額の推移 表 ( 1 - 2 -( 1)) 

(単位千円)

FF〈f 40 41 46 47 48 49 50 
※ ※ 

51 52 53 54 55 56 57 58 59 

市 費 給: 額 1，729，966 2，111. 464 7，675，139 11，677，143 12，832，627 14，619，067 16，440，767 18，127，507 20，942，418 21. 746，176 24，331. 014 26，876，122 30，229，207 31， 855，245 32，295，852 34，544.398 

指 数 100 363 553 608 692 778 859 992 1， 030 1.1 53 1，273 1，431 1，509 1，530 1，636 

教 育 資 468，770 486，168 1. 915，678 2，355，806 4，371. 727 4，090，834 5，484，729 4，196，4 69 3，480，825 4，532，321 4，647，420 5，126，437 6，195，692 4，802，891 5，259，307 6，000，3お

指 数 100 394 485 899 841 1，128 863 716 932 956 1，054 1，274 988 1，082 1，234 

市費K占める割合 23.0 % 25.0 % 20.2 % 34.0φ 28.0 % 33.3 % 23.1 % 16.6 % 20.8 % 19.1 % 19.1 % 20.5 % 15.1 % 16.3 % 17.4 % 

図 書 館 費 18，960 5，914 45，272 34，140 97，698 173，055 64，615 
53，695 68，539 83，015 134，977 91，971 275，630 127，283 120，476 176，760 

( 凶 主I.d 費 ) 2，044 12，029 15，435 20，878 40，083 26，225 
17，577 20，227 22，004 55，242 35，314 58，291 51，898 53，959 49，990 

( 建 設 費 ) 17，348 O 17，800 O 53，287 100，689 O O O 。 O 。151，548 。 。 49，350 

( そ の 他 ) 3，870 15，443 18，704 23，533 32，283 38，390 36，118 48，312 61， 011 79，735 56，657 65，791 75，385 66，517 77，420 

指 数 100 766 577 1，652 2，926 1. 092 908 1.1 59 1，404 2，283 1， 555 4，661 2，152 2，037 2，989 

市受K占める割合 0.3 % 0.6 % 0.3 % 0.8 % 1. 2 % 0.4 % 0.3 % 0.3 % 0.4 % 0.6 % 0.3 % 0.9 % 0.4 % 0.4 % 0.5 % 

教育費κ占める割合 1. 2 % 2.4 % 1. 4 % 2.2 % 4.2 % 1.1% 1.3% 2.0 % 1. 8 % 2.9 % 1. 8 % 4.4 % 2.7 % 2.3 % 2.9 % 

人 口 102，983 119，664 159，026 162，444 168，630 171，281 170，606 
172，610 174，505 175，031 174，690 176，149 178，814 180，731 181，942 184，253 

指 数 100 133 136 141 143 143 144 146 146 146 147 149 151 152 154 

ーーT - ーーーーー一一τーーー一

人市 費 16，798 17，647 48，263 69，247 74，921 85，689 95，902 105，020 120，010 124，242 139，281 152，576 169，054 176，258 177，506 187，484 

口
一教 育 f雪 4，552 4，063 12，046 13，970 25，524 23，978 :31，993 24，311 19，947 25，894 26，603 29，103 34，649 26，575 28，907 32， 566 

合図書館費 184 49 285 202 570 1，014 376 311 393 474 772 522 1，541 704 662 943 

り 図 書 購 入 受 17 75 92 122 235 152 102 116 126 316 200 326 287 297 267 

図書館分館開館時 中 央
深大寺・

宮の下
富士見・

若 葉
ネ申 代 線ク丘

染 地 佐 須
(資料

保存庫)

。図書館費K織員の給与等人件費は含まれていない。

。人口は 1月 1日現在。 人口 l人当りの金額は単位円で示す。

。44年度国領分館弗館、 45年度つつじク丘分館開館。

※ 40， 41年度は開館準備年度と開館年度。

-8- -9-



図書館費内訳表 表 ( 1 - 2一-{2) ) 

( 単位円 )

三、三モ 5 5 年度 56 年度 5 7 年

決算額 百万比 決算額 百分比 決算額

報 酬 187，500 0.20 450，000 0.16 450，000 

賃 金 21，000 0.02 19，800 0.007 546，600 

報 償 費 2，848，480 3.10 2，941，600 1. 07 3，970，300 

旅 費 283，630 0.31 330，520 0.12 337，000 

交 際 費 10，000 0.01 O O O 

般 需 用 費 23，1 56，119 25.18 25，081，486 9.10 28，340，4 39 

食 糧 費 39，930 0.04 49，920 0.02 45，660 

役 務 費 1，256，754 1. 37 1， 539，63 0 0.56 1， 565，650 

委 託 料 16，607，244 18.06 21，960，808 7.97 20，087，108 

使用 料 及 び 賃 借 料 404，950 0.4 4 423，020 0.15 424，320 

工 事 言青 負 費 7，190，600 7.82 1 5 1，5 4 8，0 0 0 54.98 14，818，000 

原 材 料 受 1 27，4 2 0 0.14 129，560 0.05 148，900 

備 口E口Z 購 入 費 39，727，784 43.19 70，878，786 25.71 56，439，480 

( 図書購入費 ) ( 3 5，3 1 3，669 ) ( 38.39) ( 58，291，286 ) (21.1 5) ( 5 1，897，76 0 ) 

( 機械器具 ) ( 251，000 ) ( 0.27 ) ( 97，580 ) ( 0.04 ) ( 77，000 ) 

( 視聴覚教材 ) ( 2，1 13，000 ) ( 2.30 ) ( 2，3 00，000 ) ( 0.83) ( 2，2 5 7，0 0 0 ) 

( 庁用器具 ) ( 2，050，1 1 5 ) (2.23 ) ( 1 0，1 8 9，9 2 0 ) ( 3.69) ( 2，2 0 7，7 2 0 ) 

負担金、補助及び交付金 100，530 0.1 1 100，320 0.04 100，320 

補償、補積及び賠償金 O O O O O 

投 資及び出資金 。 。 167，620 0.06 O 

ノ4 、" 課 費 8，800 0.01 8，800 0.003 8，800 

* 計 91，970，741 100 2 7 5，6 2 9，8 7 0 100 1 27，282， 5 7 7 

度 58 年度 5 9 年度

60年度当初予算

百分比 決算額 百分比 決算額 百分比

0.35 450，000 0.37 O O O 

0.4 3 2，689，170 2.23 2，694，700 1. 52 2，646，000 

3.12 3，942，400 3.27 4，233，340 2.39 4，4 6 9，000 

0.26 333，770 0.28 322，290 0.18 347，000 

O O O O O O 

22.27 29，770，812 24.71 32，380，995 18.32 32，739，000 

0.04 45，910 0.04 42，500 0.02 43，000 

1. 23 2，144，1 73 1. 77 2，005，720 1.1 4 2，249，000 

15.78 21. 475，621 17.83 29，066，731 16.4 5 28，570，000 

0.33 443，070 0.37 487，530 0.28 724，000 

1 1. 64 894，000 0.74 51，245，000 28.99 12，392，000 

0.12 1 1 7，1 50 0.10 98，550 0.06 148，000 

44.34 58，077，697 48.21 54，091，419 30.59 72，215，000 

( 40.77 ) ( 53，958，935 ) (44.79) ( 4 9，9 9 0，1 5 9 ) ( 28.28) ( 50，000，000 ) 

(0.06) ( 577，500 ) ( 0.4 8) ( 184，000) ( 0.10) ( 1 4，774，000 ) 

( 1.77) ( 2，253，750 ) ( 1. 87) ( 2，300，000) ( 1. 30) ( 2，500，000 ) 

( 1. 74 ) ( 1， 28 7，5 1 2 ) ( 1.07) (1， 617，260) ( 0.91) ( 4，9 4 1，0 0 0 ) 

0.08 83，040 0.07 82，320 0.05 62， 000 

O O 。 O O 30，000 

O 。 O 。 。 。
0.01 8，800 0.01 8，800 0.01 9，000 

100 1 20，475，613 100 176，759，895 100 1 56，643，000 

)内は内訳

nu 
'
A -11-



ϳ図書館の概況

昭和41年に調布市立図書館(現在の中央館)が開館してから調布市陀お‘ける図書館活動がはじ

まった。昭和44年には、分館第一号の国領分館が開館、以後年次的に分館を開館し、現在は中

央館を含め 11館をかぞえるに至った。

ζの分館網システムは、人口 2 万人VC 1 館、半径 800 メートノレVCl 館、 2 つのイヰ 校区VC l 館、

の三原則を満たすように計画され、 57年度佐須分館の開設tてより、調布市Vておける分館網システ

ムは、所期の目的が達成された。

現在残されている大きな課題としては、新中央館の早期実現である。狭臨とな った現中央館tて

かわって、 10 の分館の中枢機能を果たすべ 〈新中央館が完成されたとき、調布市立図書館は、又

新しい第一歩を踏み出すとと Vてなるといえる。

1.運 営 方 針

調布市立図書館は、市民の参加と協力のもと K 、自立した市民の連帯と地域K 根ざした市民

文化の創造K 向けて積極的な図書館活動を展開してい〈。

(1) 買い物カゴを下げて誰れでも気躍るに立ち寄れる図書館づく D を目指し、市民のたれ もが

自由K 図書館サービスを受けられる様K サービスの拠点を広けていく。

(2) 座して利用を待つとい う静態的な活動K終始するととな〈積極的に図書館側から市民K働

きかける動態的な図書館活動を目指ナ。

(3) 子どもκ良い読書環境を整備するため、各館K独立した児童室を設け専任の職員を配置し

館内 ・館外に対し、 あらゆる機会をとらえて児童サービスを行う。

(4) 市民の身近かなと とろで文化的事業(講座 、講演会、著者を阻む読書会、座談会、名画鑑

賞会等 ) を開催し、文化創造の拠点と して積徳的な図書館活動を展開する。

(5) 市民K充実した図書館サービスを保障するため、種々の機会をとらえて組織的に研修を行

い職員の資質の向上をはかる。

2. 昭和59年度 図書館重点事業

図書館は、文化の伝承K とどまらず文化創造の拠点として、積極的な活動を展開 し、 読書の

普及と読書K よって啓発された市民の学習意欲を的確K 受けとめ、だれでも、 自由K 図書館サ

ーヒ・スが受けられるよう、その拠点を拡げ、図書館網機能を存分陀活用 し、 次の重点事業を中

心に各々の事業の充実を図った。

ア蔵舎の充実

市民 との連帯を深め、市民図書館としての責務を果たすため、限られた予算を効果的K 執

行し、市民要求K 即応でき る よう蔵書の充実K 努めた。

-12 -

(7) 新刊書を中心t亡、市民のニーズK適合 した資料の選択と収集

付) 参考図書の網羅的な収集 と内容の充実 ・強化

(坊郷土資料及び 行政資料の積極的な収集

仲 内容的K古い資料の買替え ・補充Kよる、資料面でのサービス向上

イ 図書館網の整備

調布市長期計画K基づく、図書館網計画は、 57年度開設の佐須分館をも って、所期の目的

は達成された。その結果、図書館サービスはほぼ全域Kわたって行きわたb、市民の図書館

利用の機会均等が保障された。 今後の課題は、 図書館サーピス体制の充実VCib.l? 、保存資料

の整備体制の確立、新中央館構想の策定、現中央館vcおけるサービス体制の改善、図書館活

動の組織的運営等の検討K入っているが、 ζのたび中央自動車道高架下K約20万冊収蔵の図

書資料保存庫の完成を見たととは、大きなはずみを与えたといえよう。

ウ 市民と連帯した文化的事業の実施

図書館資料を媒体とする読書啓蒙活動と並行して、読書Vてよって生まれた学習意欲と市民

の心の中tてある文化的欲求を的確K 受けとめ、育てるため社会教育関連機関等と協力し、市

民の文化K 対する自覚と創造を促し、だれでも気経るK 学習K 参加できる機会を設け、市民

と連帯した文化活動を推進した。

エ 障害者サーピスの充実

視覚障害者十て対するサービスK重点を憧き、朗読テープの作成や対面朗読、点訳サービス

を実施し、朗読ボランティアや点字ボランティアの育成等K努め、視覚障害者への読書権の

確立を計った。

オ その他日常業務の充実

過去の経験と反省を生かし、今日までの蓄積を基盤K 図書の閲覧、貸出業務を遂行しなが

ら、前年K引き続き、次の事業の充実K努めた。

開 児童対象のおはなし会、小学生読書会、中学生通信の発行等の実施

(ィ) 学校、保育園等他施設及び地域との協力

(坊地域文庫の育成と援助

(斗 凶書館PR と広報紙の発行

同 AVL業務の充実

3.図書館配置図

基本計画K 基いて配置された各分館どと K 奉仕対象地域を設定すると、図 ( n - 3 図書館配

置図〕のようKなる。

4.各館別施設概況

各館の施設は、表( n - 4 )のよ うKなっている。

-13一
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区

図 書 館配置図 図( 1I ー3J 

三 鷹市

キ

ドM

ot. 

佐 須分 館

文.

文
文
@ • 宮C下分館

稲城市 狛江 市

文小学校

@中学校

'::5C: 私立小・中学校

川崎市

施設状況 表 rII-4J 昭和60年 3月31日現在

ドー
u、

屯守、jiiJ中 央 館 国領分館 つつじ ヶ丘 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 緑ケ丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 資料保存庫分 自官

竣工年月日 41. 3.31 44. 3.31 45. 3.28 46. 2.28 46. 3.31 47. 3.31 49. 3.31 49. 3.31 50. 3 ，31 55. 5. 19 57.3.31 60. 3 15 

開 館 日 41. 6.10 44. 8.14 45.7.20 46. 7 24 46，10. 1 47. 7.24 49. 7.20 49. 7.20 児童室50，( 12 55. 6. 6 57. 7.13 60. 4. 1 成人室 5lI， 7， 5 

建設費(千円 ) 17，348 9，120 3，774 13，800 17，080 18，000 30，190 30，793 77，654 東京都負担 143，651 45，000 

敷地面積(m') 628 1，723 826 980 1，980 2，000 800 1，653 879 1，644 2，166 1，072 

土地購入費(千円) 市有地 53，100 借地 27，497 84，000 80，000 借地 162，000 市有地 借地 92，867 借地

建構 構 造 鉄筋2階建 鉄筋の階上
コンク リー

鉄骨平家 鉄筋の階上 鉄筋の階上 鉄骨平家 鉄筋の階上
鉄筋コン7 鉄筋コンクリート

鉄筋の階上 鉄骨平家トプロ ック リート 2階建 3階建 1階部分
物

雛地凪福住祉耕セン設ターの造 併設・単独 単 保育園併設 単 単単 保育園併設 保育園併設 単 保育園併設 単 児童館併説 単

設計事務所
相 桜井 相 幅井 幅井 要瞳築 っかき 要瞳畢 相 畠 市 瞳聾 相和 杉原
世計事膏所 E 計事膏所 量計事膏所 設計事膏所 量計事曹所 研 究 所 E 計事曹所 輯 究所 誼計事膏所 計画センター 技術研究所 股計事務所

工事請負会社 石原建設 高尾建設 内村建設 増間建設 増岡建設 白石建設 田辺工務庖 山口 組 大栄建設 藤田建設 東海建設 久保工務庖

所 在 地
布団 国領町 西つつじヶ丘 深大寺北町 西つつヒヶ丘 上石原 緑ケ丘 富士見町 著葉町 染地 佐須町 上石原
4-17-5 3 -12-1 4 -23-6 5-6-1 1 -40-5 3 -34-10 2 -25 2 -3 -26 3 -16-13 3-3-1 4. -42-2 2-7-6 

電 話 88-5181 84-2000 85-2∞o 85-3350 85-0054 86-5798 3ω-7672 85-4376 309-3411 88-8393 85-1306 87-2660 

床面 積(財) 609 304 113 257 339 324 240 324 516 
4. 82車車

605 485 (1 92) 

職 貝(司書) 15( 8)※ (3) (2) (3) (3) (3) (3) (3) (5) (3) (3) O 

蔵書能力(冊) 50，000 30，000 10，000 24，000 26，000 23，000 20，000 20，000 34，000 35，000 
間集3S，0ω 200，000 間袈ω，0ω

一般室 230m' 175m' 26m' 90m' 126m' 111m' 120m' 136m' 146m' 153m' 245m' 
施 電動式書架室崎

児童室 63m' 71m' 52m' 63m' 72m' 56m' 64m' 56m' 123m' 105m' 80m' 
設 260m' 

集 会室 なし なし な し 28m' 52m' 66m' なし 63m' 78m' なし なし
の 固定式書架皇

成人用座席 60 30 4 24 30 32 20 24 24 12 24 
概 2ωm' 

児童用座席 30 30 (1 8) 30 30 30 30 30 40 12 12 
1兄

冷暖房設備 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

液中央館職貝 15人 (内訳) 管理職 1 一般職 4 司書 8 技能職 1 警備員 1 調医療 ( ) 内は共用部分



wm
 各館の概要

100人)

797 

(s ロ.職業別登録者数

888888ill 中学
生

( 59年度)

2，000冊 )

1，967 
B 

蔵書及び利用の状況

書イ.蔵

郷土
資料

(3) 

調布市布団 4-17-5

自官夫中

高
校
生

5，627 
総記

0424-88-5181 

昭和 41年 6月10日開館

(京王線調布駅より徒歩 2分)

電話

833 88888llilli~ 3，017 哲学

88888 88888 88888 8lli 
，u<， 
守」

生

7，050 歴史

88888 88888 88888 ill 動

社会
科学

10，193 
況概(1) 

88888 88888 88888 i 

181 E~ 

8i 

人

主

営

婦

そ
の
他

自

3，228 

2，184 

1，005 

4，886 芸術
スポー~y

自然
科学

工業
家庭

産業
交通

調布Kおける最初の図書館として誕生した。

その位置は、各種公共施設、商底、銀行などが集中し、調布釈を中心K各方面へのパスの発

着場所も徒歩数分以内という所Kある。中央館としての性格上、その奉仕対象地域は市内全域

というたと K なるが、その意味で刺用しやすい恵まれた場所Uてあると言えよう。

しかし、中央館は、蔵書面十ておいてはもちろん、他の様々な面において、全館をカパーする

機能を持たなければならないが、それらを果たすK は、いかK も規模が小きすぎる。収容能力

を越えた資料は、中央館以外の2ク所(佐須分館内共同保存庫、高架下資料保存庫)1'(分散し

ているが、その為K利用者Kかける不便は、測 b知れないものがある。十分な広さを持った新

中央館の建設が待たれるととろである。
163 

888~ 無

1，070 
語学

施設平面図(縮尺 1/300) (2) 
360 

88888 88888 8888888888 
88888 8i 

職

児

文学

児童

0

0
由

R
U

381. 8m' 

雑誌新聞

閲覧コーナー

(16席)
2，687 重

開架書架

10，261人)(合計
76，576冊)

2，000冊)(タ

(合計

ハ.貸出 冊数
o
o
c
d 

1 

事務室

• 
円一「一

• 
事行(4) 41，706 70，169 

イ.おはなし会

毎月第2・第4水曜日

227.5 m' 床面積2階

(16席)

νアァνンス室

成人読書室

(40席) 3:30 

11: 30 

3:00 

ロ.小学生読書会

毎月第 1日曜日

10: 30 

g
一判児書般

5，550 

g a 267 

上

号ラB・

屋

戸。

38，000 司君き

箇

児童図書室
(20席)• 

勾

4
噌
・
-a



50人)2 ロ.職業別登録者数

( 59年度)

a 1，000冊)

蔵書及び利用の状況

イ.蔵書冊数

(3) 
自官分領国2. 

421 

197 

mill illl 8illli 

illlli8 

中
学
生

高
校
生

647 

676 

2，188 

総記

哲学

歴史
地理

調布市国領町 3-12 -1 

0424 -84 -2000 

昭和 44年8月14日開館(保育園併設)

(京王線国領駅より徒歩 3分)

電話

167 88m 
A見

寸ー

生

2， 478 社会
科学

況概(1) 

460 8illl88 illl88~ 動1，462 自然
科学京王線、国領駅K近〈、駅周辺K商底街を抱えた、立地条件の良い図書館である。公共施設

人
1，551 工業

家庭
国領第二小学校、第六 ・第七中学校、国領児童館などがある。第五保育園、としては、

619 88888 8illl88 882 主
国領住宅(公団)などの集合住宅が多い。地域内Kは、都営くすのきアパート、金子団地、

46 

婦
425 産業その他、菊野台など周辺の落ち着いた住宅地街からの利用者もかなり多い。

自

1，848 芸術

7.;ホ ーツ

開館が昭和44年と古〈、地域K定着している為、利用は古くからの常連K支えられている。

28 

営

そ
の
他

しかしその反面、集合住宅の居住者は転入転出が激しいので、常K図書館のPRが必要でもあ

331 語学る。叉との集合住宅は老人だけの世帯も増え、館内はゆっくり雑誌などを楽しむ老人の姿と、

88 8i 無文学

中高校生を中心とした賑やかな若者が不思議K混ざり合って利用しているのが目K付〈。

88888 88888 8illl88 illl8 88 
8illlilll8illl88 8illl8~ 1， 739 

車銭

児
児童

304nl 床面積

設計 ・桜井設計事務所(縮尺 1/300)施設平面図(2) 

3，765人 )(合計

イ.お はなし会

第2日曜日

事行

童

(4) 

27，991冊 )

({;) 2，000冊 )

32，668冊29，595冊

(合計

ハ. 貸出冊数

0

0

0
.旧

同

非

常

階

段

. J¥ 
一
フ
ン

ダ

書架架開

語

10:00-10:30(小学2年生以上 )

10:30-11:00(小学 1年生まで )

ロ.小学生 読書会斗
ヨ
「

第 4日曜日

10:00-11:00 重児般

1，950冊

g 
I ~ ~ I 

• 
成人閲覧室

( 30席)

• 
児童室

(30席)
階

段

4，500 

-ー

E 吾ヨ・23，000 唖号

-19-
oo 

'
E
A 

一一



3.つつじヶ丘分館

調布市西つつじク丘4-23 -6 

電話 0424-85-2000 

昭和 45年 7月20日開館

(京王線つつじク丘駅より徒歩 10分)

(1) 概 況

西つつじク丘、菊野台、狛江市西野川の境界K 近〈、神代団地内の西の端K 位置する。地域

内K は、特K 大きな工場や営業所はな〈 、住宅地域という ζとができる。公共施設としては、

野川 ・大町小学校、金子保育園があり、私立幼稚園が 3 つある。利用の層は、主婦と子どもが

多〈、特K 幼児を連れた若い世代の親が目立つ。利用される本も、雑誌 ・家庭 ・教育 ・児童書

が多い。館の規模は、市内全館中最も小さく、一般向きの蔵書が少ない。その為、一般・学生の

リクエス卜が多〈、潜在的な利用要求が強〈伺える。館の規模を大きくし、一般の蔵書を増や

せば確実K利用は伸びるものと思われる。

なお当館K ついては、当面地域住民のニーズK 答えるといった暫定的施設の役割を担って建

設された経緯から、近い将来本格的な図書館を新設する計画を検討している。

(2) 施設平面図 (縮尺 1/300) 設計 ・和設計事務所

床面積 113 m' 

1 5，4 40 コー

Cコ
<.D 

人書架 子 ども 室 F 吋.‘ 
<.D 

(18席)
↓ 

地

2.960 

も

~ 6，260 --

-20一

(① 蔵書及び利用の状況 ( 59年度)

イ .蔵書

児童書 7，931冊

開館当初は、小規模ながらも一般書・

児童書を備えておP、地域の読書層K支

えられて高い利用率を示していた。だが、

スペースK限界があるため、昭和50年、

隣接する若葉分館開館を機V亡、児童図書

中心の図書館として再出発した。

現在、一般書は、文学 ・家庭 ・教育 ・

医学等の分野の図書(約 4，000冊 )が常

置され、その他の新刊書 (約2，000冊 )

Kついては、若葉分館より2-3ク月の

期間借用する形のローテー ション ・シス

テムを行な っている。

貸出冊数 (Q 2000冊)

30，085 

16，162 

議3，990 

I~ Q 
l雑誌 | 般 児 童

(合計 50，237冊 )

-21-

ロ.職業 別登録者数 (fj 50人 )

: 1
8iU 135 

計E 52 

生

学 11 28 

生

動 岱a8~ 213 

人

主 a8888 amsa8 509 

婦

自
22 

営

そ 14 
の
他

無 31 

職

児 aaaa8 amsaa amsaa allii8a 
童 amsa 

(合計 2， 196人 )

10: 30 - 11: 00 

ロ.小学生読 書会

毎月第4日曜日

10:00 - 11:30 

1，192 



50人)([1 ロ.職業別登録者数

( 59年度)

(回 1，000冊)

蔵書及び利用の状況

ィ.蔵書冊数

(3) 

249 

146 

114 

88888 

8~ 

88~ 

中
学
生

A見

守ー

高
校
生

665 

526 

え186

総記

哲学

歴史

地理

調布市深大寺北町 5-6-1

京王線調布駅北口よ P
吉祥寺・三鷹行パス

山野駅下車徒歩 8 分 )

0424-85-3350 

昭和46年 7月24日開館

電話

深大寺分館4. 

生
2，011 社会

科学

盤888t動1，194 況概(1) 
292 

人

自然
科学調布市の北端部K位置し、三鷹市野崎K隣接している。電車の最寄り駅である調布駅からは、

544 88888 8&8 88 t 主
1，647 工業

家庭
パスで、三鷹街道を10分程北上した所Kある。周囲の環境は、南側Kある神代積物公園K象徴

婦あちとちK広葉樹の林と畑の見られる緑豊かな地域である。付近Kは、北ノ台・されるようK、
354 

47 自
産業

深大寺小学校を始め調布北高校、市営山野住宅、都営住宅などのほか、民間アパートもあるが、

営
2， 215 芸術

スポーツ

とうした地域性もあっ全体としては一戸建て住宅が多〈、人口密度の低い閑静な地域である。

そ
の
他

て、世帯の種別では家族世帯の比率が高い。従って、図書館の利用者も、家族連れで利用する
15 440 

語学姿が多〈見られる。また、利用の状況は、常連の顔見知りの方々が多〈地域の状況K大きな変

53 2 無
文学

化がない限り、今後もとのような傾向は続いてい〈ものと恩われる。

88888 88888 88888 88888 
8888 1，190 

2， 650人)(合計

職

児

童

( [;}2'OOO冊)

28，166冊)(合計

.貸出冊数

児童

257d 

設計・桜井設計事務所

床面積

成人閲覧室

(縮尺 1/300) 施設平面図(2) 

事

イ.おはなし会

木曜日

行

毎週

(4) 22， 589 22， 278 

。。的
J

H

( 24席)

開架書架

子ども室

( 30席)

。。
4vd
円

3:00-3:30(幼児)

3:30-4:00(小学生)

ロ.小学生読書会g
l 
重児

2，255 

g 
E 百一一一一一一ーヨー

スローア

19，000 ー耳ー一一一一一ー一一一一ーー一ー

第 4日曜日

10:30-11:45 

-23一-22一



蔵書及び利用の状況( 59年度)

(回
(3) 

自官分代神5. 

50人 )( ~ ロ. 職業別登録者数

8盤R&B[中
学
生

1，000冊)

752 

イ.蔵書冊数
調布市西つつじク丘 1-40 -5 

306 

206 2ill 88 高
校
生

703 

2，200 

総記

哲学

歴史

地理

0424-85-0054 

昭和46年10月1日開館(保育園併設)

(京王線つつじク丘駅より徒歩 8分 )

電話

191 88&~ 
-. 
そF

生
2，565 社会

科学
況概(1) 

404 8&&&&8&& 動1，453 自然
科学

京王線つつじク丘駅北口より徒歩8分、住宅地の中の保育園の2階K位置する緑K固まれた

人
1，810 工業

家庭

分館である。付近は一戸建ての住宅が多〈、上ノ原・滝坂小学校や神代中学校、公園などを間近

696 82ill2ill 82ill 88 8&&8 主
~控えた本格的な住宅地域である。西側Kは大小のマンシヨンや社宅など、人口密度の高い地

婦508 産業ζの地域の利用者が最も多い。また北側は、三鷹市と隣接しているため、市外の利域があり、

39 自

2，168 芸術

Jもすさーツ

用者も多くなっている。社宅などの集合住宅では、転入転出が目立つ半面、開館当初からの利

営
よく見受けられる。用者もあ b、停年退職後の研究などK利用されている方の姿も、

36 そ
の
他

412 
圭五必卦
ロロ『ヨー

全体として、予約 ・リクエス 卜を上手K活用し、図書館利用K慣れている方 h が多いという

79 &2 無文学

印象を受ける。 ζの傾向は児童の利用者も同様である。

88888 88ii 88 88ii 8& 8ii8 88 
88ii8ii 8ill 1，366 

(合計

職

児

7，994 
児童

設計 ・桜井設計事務所(縮尺 1/300) (2 ) 施設平面図

3，323人)

重28，592冊)(合計床面積 339m'

子ども室

(30席)

4，500 -ー司~

児 )

(小 学生 )

3:00 - 3:30 

ロ.小学生 読書会

第 2日曜日

10:00 - 11:00 

事

イ.お はなし会

第 1・3水曜日 (幼

第 2・4 /1 

行(心( Q2，OOO冊)

23，577 

Q
「童児

28，748 

S 
E ヨ

ハ. 貸出冊数

3，000 

c
o
o
-旧
同

事担陣

• 
成人閲覧室

(30席)

金

• 
22，500 

開架 書架

唱を

-25-
-24-



( 59年度)

(回
蔵書及び利用状況(3) の下分館"'"' 昂6. 

ロ.職 業別登録者数1，000冊)イ.蔵書冊数 50人)

88& 88位中
学
生

587 
調布市上石原 3-34-10

338 

119 88~ 

8~ 

高
校
生

必見

守ー

501 

2，377 

総記

歴史
地理

哲学

0424 -86-5798 

昭和47年7月24日開館(保育園併設)

(京王線西調布駅よ b徒歩 15分)

電話

92 

生

2，012 
社会
科学

8&88í1~ 動1，377 自然
科学

況概(1) 
270 

人
京王線西調布駅より南西へ徒歩15分、品川街道と多摩川の中間地点K位置する。近隣の公共

88888mmm 主

1，617 
工業
家庭

施設としては、分館と併設の一階 ・宮の下保育園、第五中学校、西部公民館 ・児童館 ・学童保
477 

婦487 
育所、第三 ・飛田給 ・多摩川小学校などがある。

22 自

産業
もっとも利用の多い上石原三丁目、多摩川一丁目の地域Kは、住宅、サービスエリア内で、

営
2， 142 芸術

九ポーツ

民間アパート、小規模の工場が混在している。地図上ではかなPの利用が予想される飛田給三

上石原二丁目、下石原二 ・三丁目からは、実際K は、分館が生活動線上Uてない ζとや、丁目、
18 そ

の
他

408 
語学品川道や「はけJI'Cさえぎられる等からか、利用は限られている。分館周辺 K 多かった空地や

45 無文学
農地V亡、近年、高層集合住宅や民間アパートの建設が目立つ ζとから、伸び悩んでいる利用が

職
よ向くととを期待している。

88888 88888 8lli1 88 illill88 
88888 88 

児
児童

設計 ・葵建築研究所(縮尺 1/300) 。)施設平面図

1，350 重25，962冊 )(合計

え731人)(合計

イ.おはなし会

事行(4) 

( C}2， 0叩 )

23，331 20，837 

ハ.貸出冊数

324 m' 

事務室

床面積

総コ→-[S

タ.二〆フ

児)

(小学生)

( :幼

第1・2木曜日

3: 00-3: 30 

ロ.小学生読書会

3: 30-4: 00 Q 
「童児

2，338 

g 
I * ~ I 

c
o
o
-N

同

子 ど も 室

( 30席)

開架書架

• 
成人閲覧室

( 32席)

毎月最後の日曜日

10:30-11:30 

-27ー

号ヨ・26，000 

-26-

唖-



50人)

217 

98 

(s ロ.職業別登録者数

8& 88 

m: 

82 

中
学
生

高
校
生

""らそF

( 59年度)

恒司 1，000冊)

563 

1，749 

384 

蔵書及び利用の状況

イ.蔵書冊数

総記

哲学

歴史

地理

(3) 

調布市緑ク丘2ー 25

03-300-7672 

(京王線仙川釈より徒歩 12分)

電話

昭和49年7月20日開館

緑ケ丘分館7. 

71 1，961 社会
科学 生

況概(1) 

214 888lli 動1，206 自然
科学甲州調布市の北東K位置し、世田谷区、三鷹市と隣接している。駅前商底街とは逆方向K、

人

1，682 業
庭

工
家

との団地の中央公園の一角K建つ街道を渡り、坂を下bると都営緑ク丘団地K至る。当館は、

391 88888~88 主
白百合女子ている。周辺K は、鯉のすむ仙川が流れ、畑や林がまだ残っている静かな環境で、

婦407 産業大学、第八中学校、緑ク丘小学校、私立緑ク丘幼稚園、私立緑ク丘保育園、児童館、緑ク丘福

21 自

1，713 芸術

スポーツ

祉センターなどの施設が揃っている。

営
今後登録者数当サーピスエリアでも問機であり、高齢化の傾向は、近年の、児童数の減少、

20 そ
の
他

374 歪Ji，公会
岡田ーョーしかし、登録者一人当たりの貸出冊数が市内全館でトップ(約の著しい延びは期待できない。

無7，668 文学

当館を効率よく利用しているととが伺える。外装が地地域住民が、24冊)というととから、

39 目立つ存在ではないが、館内の雰囲気、蔵書内容など、地域の家庭文庫的な持ち味のあ味で、

88888 88888 88888 8888 

戦

児

7，378 
児童ホ y 卜な図書館である。る、

重25，085冊)(合計
設計 ・っかさ設計事務所(縮尺 1/300) 施設平面図(2) 

(合計 2，021人)240m' 

ミー

床面積

20，000 ¥ 

事行(4) g えO川 )-貸出冊数

イ.お はなし会

第 1 日曜日24，091 20，968 成人閲覧室

( 20席 )

事務室子ども室

( 20席) 10: 30~11: 00 
0
0
0
.
N
H 

児)

(小学生)

毎週木曜日

10:30~11:00 (幼

11 : 00~11 : 30 

ロ. 小学生読書会

夏休み期間

。
っ童児

2，295 

g 
1-~ 1 

書架

第 2日曜日

10: 30~11: 30 

一28一



278 

110 

79 

50人)ロ.職業別登録者数(]1

88B8 8i 

8& l 

ID 

中
学
生

高
校
生

学

( 59年度)

920 

1，621 

513 

恒司 ω00 冊)

蔵書及び利用の状況

イ.蔵書冊数

哲学

歴史

地理

総記

(~ 

調布市富士見町 2-3 -26 

0424-85-4376 

昭和49年7月20日開館(保育園併設)

(京王線調布駅下車 徒歩 15分)

電話

富士見分館8. 

生

1，962 社会

科学

316 88 盤8R~動1，160 自然
科学

況概(1) 

人甲州街道、中奉仕地域は調布市の北西部一一富士見町、調布ク丘4丁目とその周辺ーーで、

570 88&8R 88& 88 8~ 主
1，307 工業

家庭
央自動車道調布インターチェンジ、鶴川街道が交差している交通量の多い地域である。当館は

婦348 
八幡神社の近くの比較的閑静な住宅地の一角K あり、一階が富士見調布駅から歩いて 15分、

自
産業

保育園、二階が図書館の複合施設である。付近の教育施設は石原・第一小学校、調布中学校、
28 

営
1，713 芸術マンションなどの電気通信大学、保恵学園、調布養護学校がある。地域性としては都営住宅、

そ
の
他

九ポーツ

集合住宅と一戸建ての住宅K 形成される住宅地域である。住民は3併t-4 併tの比較的若い世代 17 385 
圭五，さ，.
ロロー才ー図書館の刺用層K も反映されている。平日は子ども達の利用が多〈、土 ・日曜日は家が多〈、

51 2 無
7，698 

文学
族ぐるみの利用が目立つ図書館である。

職
7，673 設計 ・葵建築研究所(縮尺 1/300) 施設平面図(2) 

88888 88R 88 88888 8B8 88 
888 8R 8882 

児
児童

1，421 

2， 870人 )

児)

(合計

毎週水曜日

2: 00-2: 20 (幼

重

行

イ.おはなし会

事(4) 

25，300冊)

2，000冊)

29，886 

斗
問
「

(Q 

23，759 

g 
I ~ ~ I 

(合計

ハ.貸出冊数

2，656 

4
1
1
1
1
1
0
0
0
ば
同

324m' 床面積

(30席)
成
人
閲
覧
室

• 
開架書架子ども室

3: 30-3: 50 (小学生)
重児

ロ.小学生読書会
ヨー26，000 唖壬

第 2金曜日

3: 30-4: 30 

-31一-30-



9. 若葉分館

児 童室

(40席)

2階 床面積 259.6 m' 
ノξノレコニー

7 • 
集1 会 室

ー
巴二d

開架書

(劫蔵 書及び利用の状況 ( 59年度)

イ.蔵 書冊数 恒三日 1，000冊) ロ・職業別登録者数 ( 色 50人)

総記 ト一一」
888 1 : 188888 88888 ~ 539 

哲学 L-J 745 
守 |幽 i 193 

2，890 生

地理
学 Iilllli~ 186 

社会 2，885 

科学 生

自然 1，754 
動 I88888 888~ 414 

科学
人

2，541 

主 I88888 88888 888i 685 

527 婦
産業

自 18 ~ 56 

芸術| え704

L竺九ポーツ

24 

語学 ト」
530 

文学 |
12，652 

70 

児童 | 9，2戸ー」 日|BEESEEmE 幽 幽88
(合計 37，403冊 ) | 童 88888 88888 } 1，761 

( 合計 3，928人)

調布市若葉町3-16-13

電話 03-309-3411 

昭和50年 4月12日(児童室)
開館

7月5日(成人室)

(京王線仙川駅よ b徒歩 12分)

(1) 概 況

差薬分館は、市内で8番目の分館として昭和50年 4月K開館した。それまでの分館の広さは

300 m¥ 台であったが、若葉分館は516m'の広さがあり、広い開架スペース、独立のおはなし室、

3，500冊収容できる書庫、緑が美しい集会室など他の分館K 見られない施設を備えている。

サ}ピス ・エリアは、若葉町、入間町、仙川の一部、東つつじク丘の一部などが含まれ、人口

1万 5千、世帯数6，350世帯を擁する地域で、住宅街が広がって h る。利用の状況は、立地

条件もあって若葉町、入間町の住民の利用が大半を占めている。サーピス函での特色として、

若葉小の「読書の時間」協力事業がある。分館のすぐ前K若葉小学校があるので、 「読書の時

間J K児童室を開放したり、お話しゃ本の紹介を行っている。

(幼施設平面図 (縮尺 1/300) 設計 ・和設計事務所

延床面積 516 m' 

1 階 床面積 255.8m' 

ー~
咽時E

ハ貸出冊数 ([}2，OO附

4，041 

認
~ I YC 

斗
問
「
引

(4) 行事

イ おはなし会 (3:00-3:30) 

日曜日 幼児 ~小学生

火曜日 小学生

木曜日幼児

第 1金曜日 3年生以上

27，618 30，582 

E 二占

モ一一一一一 14，500 一一一一一一ぅ

Q 
I ~ ~ I 
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50人)(!J. ロ.職業別登録者数

蔵書及び利用の状況 ( 59年度)

(~ 1. 000冊)イ.蔵書冊数

(3) 館分地10.染

8illUill888R8 m 800 

調布市染地 3-3-1

560 

173 88m 

中
学
生

高
校
生

657 

2， 051 

総記

哲学

歴史

地理

0424-88-8393 

昭和55年6月6日開館

( :地域福祉センター併設)

(京王線調布駅南口より多摩川住宅

西行パス染地公園前下車徒歩3分)

電話

~ A 且

てf- 92 

88888 88888 ~ 

生

動

2，522 

1，219 自然
科学

社会
科学

祝概(1) 
513 

人
都営住宅の 1階V亡、染地地域センターと併設して建てられた複合施設である。

8iilliill8iill88 8iill88 illill8 主
1，492 業

庭
工
家

日活撮影所がある。市の南限をつ〈調布市染地は、かつて東洋のハリウッドといわしめた、

る多摩川Kもほど近〈、公共施設の乏しい所だっただけK、市民の熱い期待を担って、 55年6
婦392 

産業

自
月9番目の分館として開館した。

48 

営
2，381 芸術

Fしすさ

サービスエリアKは、都住宅供給公社多摩川住宅、都営住宅、世帯数600を越す大規模なマ

13 そ
の
他

441 
語学

79 8~ 無文学

88888 8iill88 88& 88 illill88 
8iilliill8iillR8 88888岱888

illill8~ 
(合計

職

児

児童

書

ンションなどの集合住宅がたち並び、若い世帯が多〈、中央館Kついで、登録者数、貸出冊数

が多〈、特K、子どもの利用が著しく多い館である。学校としては、染地・杉森小学校 ・第三

中学校などがある。

設計 ・都市建築計画センター

床面積 482 m' 

(図書館専用部分 290 m' 
共用部分 192 m' 

(縮尺 1/300) 施設平面図(2) 

2，243人

4，683人)

事行(4) 

重29，856冊)

( [ )  2， 000 

(合計

ロ.貸出冊 数

ブラウジング
コーナ」

開架書架

児)

3:30-4:00(小学生)

ロ.小学生読書会

イ.おはなし会

第2・4木曜日

2:30-3:00(幼

語
]

48，247 

Q 
戸三il

0

0
由
.
由

吋

成人閲覧

コーナー

(12席)

• 
児童図書室

(12席)

地
域

福

祉

セ

ユノ

タ

第 1 日曜日

10: 30-11: 30 

重児

32，250 
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11.佐須分館

(1) 概 況

調布市佐須町 4-42-2

電話 0424-85ー1306

昭和57年7月13日開館(児童館併設)

(京王線布団駅より徒歩 15分)

佐須分館のサービスエリアは、佐須町・八雲台を中心K柴崎 ・調布ク丘・深大寺元町 ・南町

の一部K 及んでいる。との地域は田畑が残され大きな農家が点在する一方、最近では宅地化が

進み一戸建ての住宅が多くなってきている。

分館は、相野 ・八雲台両小学校の中間あたりKあり、神代 ・第七中学校や私立晃華学園(幼、

小、中)も近〈、児童館と併設という立地条件のため、平日は幼児や小 ・中学生でK ぎわって

いる。また、土曜日曜ともなると家族づれで利用する姿がみられる。一般の利用者Kは、市内

の他の図書館を利用している人も多〈、図書館K対する要求や期待の高さがうかがえる。

施設面では、閉架書庫があるとと、身体障害者への配慮、があるととが特徴である。

包)施設平面図 (縮尺 1/400) 設計 ・相和技術研究所

延床面積 605 rd 

床面積 575 m' 
一階共用部分 30 rd 

(劫蔵書及び利用の状況 ( 59年度)

イ 蔵書冊数 d1cml1，OOO冊)

総記 ト」
650 

哲学Lー」 775 

歴史 2，050 

地理

社会 2，453 

科学

自然 1，765 

科学

工業 1，584 
家庭

産業ド」
495 

Jし士ず'" ーツ

2，087 

圭ロロ五 ，号tLーー... 
394 

文学| 7，650 

児童|
U，ゐ~ ， 

(合計 28，120冊)

ロ.職業別登録者数 ( s 50人)

I : I milliill mmg 450 

日I82lli~ 
校

155 

生

学 Ig82 130 

生

動 Ig&mm giill 399 

人

主 I&g&&& &iill&& && 608 

L竺
自 1m 54 

F昌品 .. 

そ 20 
の
他

63 

日
児 182828 削 幽&iill&&

| 童 &iilliill &&&g& &iillm 1， 732 

(合計 3，611人 )

(4) 行事

イ.おはなし会

毎週水曜日

2:30-3: 00 ( 幼児 )

3:30-4:00 (小学生)

ロ. 小学生読書会

第2日隠日

1 0: 00-11 : 00 



f¥ T 各館の事業

1. おはなし会

実施館 期 日 内 d廿， 

全 館 館(こよ って異なるが、 幼児から小学校低学年までの子どもたちを対象U亡、

毎月 2-4回実箔 素話、絵本の読み聞かせ、紙芝居、スライド、 16

ミリフィノレム等を組み合せたプログラムを用意し、

楽しいお話の世界へ導くととを目的として実施し

た。

2. 小 学 生 読 書 会

実施館 期 日 内 甘'"・・

全 館 毎月 1回、日曜日 小学校4年生から 6年生までを対象K、幅広い本

午前10時30分 の世界を知ってもらうためK、文学作品Kとどま

~ll 時30分 らず、ノンフィクションの分野Kも広げて本を紹

介したり、感想を話し合う。また日常の生活K結

びついたもの等もとりあげ、子どもたちの興味を

誘うと同時K創造力を啓発した。

一ー

3.その他

事業名 期日 ・ 会場 内
d廿， 

子どもの本を読 毎月 1回、第2火曜日 今年度は、菅話、新刊書、基本的な図書などをと

む会 午前10時-12時 りあげて読書会を催した。

会場中央館 叉、大冊の作品Kも手をのばし、相互の読後感を

話し合い、子どもと本十て対する理解を深めた。

絵本の会 毎月 1回、第2木曜日 お母さん方を主とした絵本Kついての勉強会で、

午前10時-12時 今年は昔話絵本の比較や、日本の代表的な絵本作

会場深大寺分館 家の特集を組み、絵本と子どもをめぐる様々な問

題Kついて話し合った。

おはなしの時間 毎週3回、日・火 ・木 通 3固定時K悔し、日常業務(貸出 、読書案内等) I 

曜日 の延長として、専用のおはなし室を利用して行い、|

午後3時-3時20分 素話しゃ、読み閣かせを中心K、本の世界への導

会場若葉分 館 きをより身近かなものとして実施した。

-38一

事業名 期日・会場 内 d廿ヲ

中学生通信の発 毎月 1回、 B曜日 中学生との交流と、図書館利用の促進をめざして、

行 午前10時-12時 中学生Kよる中学生のための通信「ぶちねζ使」

(編集会場)国領分館 を発行した。各図誓館のカクンターを通し配布を

したが読者の中学生からの反響は大きかった。

二薬学園読書会 毎月 1回、第 4水曜日 今年度は、読み聞かせや本の紹介などを中心V亡、

午後6時-8時 本の世界の楽しさを知ってもらい、読書への導入

をはかる。

また、本を媒介Kして創作Kも力を入れて行った。

そ の他 期日 随時 市の施設等K対して、図書の団体貸出や施設を利

(実施)各館 児童館 ・学童保育所 用している子どもたちを対象K素話や読み聞かせ

保 育 所 ・幼稚園 などを行い、相互の連携をはかった。

地域センタ 一等

市立小学校との 年 1-3回、各学級の 市内公立全小学校を対象K、読書の動機づけを行

協力事業 授業時K合せて実施 った。対象は、原則として 3年生とし図書館利用

(実施)全館 会場各小学校又は図 のガイダンスと同時K、各学級の担任の先生と協
書館

力して、子どもたちK読書の導きを行った。

4.市立小学校との協力事業の一例

との事業を行うととによ って、調布市立小学校へ通う子は、どの子も一度は、近くの図書館

の案内を聞き、利用するととKなる。

(例)

小学校名 第一小学校 |担当館 |中 央館 ・富

3 
実施月日 昭和59 年6 月8 日 3の1・3の2・3の3・3の4

年

生
プログラム

ヵ-

イ 1. 「としよかんのつかいかえJ (利用案内)の説明

タ.
2. 本の紹介 :夏休みにむけて「アリスティ ー ドの夏休みJ r森のずかん」他

ン
3. 絵本の読みl喝かせ「はちうえはぼく Kまかせて」

A 

4. 素話 「おむとさんの買いもの」

-39-



i国2D;
数プ
字ロ
は F

年 三己

学校協力事業実施児童数

富十

岨41. 000 

冊同日
回同日明

160 + 
(5年)

160 + 
(4 年)

160 十
(3 年)

160 十
(2 年)

2学年

「ねむりむしじらあ」

本の紹介

読み聞かせ

プログラム⑮ 

1 

2. 

「ついてないねロナルド〈ん」

「ひなたやまゅうびんきょく」

1 学年

ガイダンス以外の授業

プログラム

読み聞かせ

@ 

1. 

「ものぐさトミー」手紙のグーム2. 

「なまけねずみのクォノレタ ー」

「ぐうたら王とちょとまか王女」
他

「ぐりとぐらのおきゃくさま」他

本の紹介3. 

そ

の

他

の

協

力

事

業

話素3. 「き ょうはなんのひ」他

「なまくら卜 y ク」「ついでKペロリ」素話4. 

らず、 一 ・二年生K も読書指導を笑

三年生の方イダンスK終

よかった。施できたのが、

山口
学校団体貸出冊数

。ガイダンスは曝之さ後に行うよう K 配慮す

。今年度は、「私たちのすすめる本」を配布

(パンフレ y ト)

る。

。「夏休み向けリスト」の原稿を送付

。
そ
の
他
の
協
力
事
業

丘I丘

280 

350 

720 

計

布

回野領

国柏飛

回

給

大

町

杉

森

多

摩

川

北

の

台

若野絞染

ク

葉川丘地

石

原

上

の

原

深

大

寺

滝

坂

富
士
見
台

ロ1.9 20

451 

234 

700 

500 

400 

300 

一

年

間

の

ま

と

め

600 

f ・:~f~t~~:お0・;.:・ 1 院労引
中央卸 t;f士.l l分fu "1 J虫色

45 
協勿ちづ'39必'Z4d P幼 145人

• 4 f 

41 l! V/ .0I 135人

4 f" ・::;::::::: :::: :.::;;;:;::::. .9Ii::::::::: ー ミミ・.、、;:;.:-:.:…三: 川::':' -'乞込 56 t/y )6):;パ 168人
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児童数 904人

登録者数 799人2 [}:。 三 :::::::::::~::::{.ii 'i:::~ι ・・0・お・※;。絞 53 F: 7λ127人
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噌
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U 図書館の動き

1. 蔵書状況

各館の蔵書繕成は、文学を中心K社会科学、歴史、芸術、家庭等の分野K重点が霊堂かれてい

る。児童図書は全体の約30パーセン卜を占めておb、分野tておける蔵書は利用額度の高い部分

を中心lて整備を進めている。しかし、当市Uておける各分館の規模は比較的小さく(平均約 330

平方メートル、蔵書収容能力約 25，000冊 -30，000冊)とのとと Kよって収集範囲や収容冊数が

限定されてしまうのが現状である。

地域館としての機能を十分果してい〈ためKは、各館の規模の拡大や機能の充実をはかP、

充分な蔵書内容を持って図書館サービスが出来る体制作Pを進めていく努力が必要である。

一方、中央館tておける蔵書構成は、全ての分野Kわたって網緩的K収集してい〈 ζとが原則

とされているが、予算の不足、施設の不備等の理由で、その体制は十分でな〈各分野K おける

欠落部分の補充が色、がれると ζろである。

現在の中央館は蔵書収容能力をはるかK超えた状況の中で図書資料の収集を行っているが、

昭和57年K開館した佐須分館内の共同保存庫( 5万冊収容可能)を利用して、書架から溢れた

図書を保存しているのが現状である。そのため市民の求める資料を所威しているK も拘わらず、

直ちK提供出来ない悩みをかかえており、十分な書架スペースと保存機能を備えた新しい中央

図書館の建設が大きく求められている。

(I)年度別蔵書の推移 表 ( V - 1 一(l) J

昭和59年度の蔵書数は 340，982冊であり前年度と比較すると 396冊減となった。大巾K減

少したのは一般図書で2，570冊の減である。 ζれは曝書時Kおいて中央館の老朽化した蔵舎

を全て再点検し、利用の状況、内容の鮮度、資料的価値等総合的な判断K よって利用K 供す

るととの出来なくなった図書を大量除籍したためである。とのととによって中央館の書架

(蔵書)は、新しい本が書棚で目立つよう K なD、新鮮度を取 P戻すζとが出来た。

蔵書の総数が前年度と比べて減少したのは本年度が初めてであるが、図書館の開架書架は、

常K 一定の鮮度を維持し、利用者の興味をいつも引きつけられるだけの魅力が必要であり、

又、図書館員K はそのための努力が日常的K 求められている。

※館別分類別蔵害冊数は、 E 、各館の概況の項K掲載されている。

(2) 館別購入・寄贈受入・除籍冊数 表 (V-1 一(2) J 

① 館別購入冊数

図書の購入は各館どと K 選定し、購入している。選定にあたっては、分館の場合ある程

度の範囲を限定し、日常的なものを中心K 購入しているが、一方、中央館では全ての分野

-42ー

を範囲として網羅的K 選定し、基優的な資料から専門的資料へと奥行を深めていく櫛己慮

すると同時V亡、各図書館のセンターとしての役割をも果していかなければならない。

今年度は約34，000冊の図書購入があったが昨年度をやや下廻ってしまい、総蔵書数の約

10.1パーセントにあたる。

図書の年間購入冊数は、その利用の状況から見ると総蔵書数の約20パーセントを常K更

新させるととが望ましいと、専門的なデータでも明らかK なっている。前K も述べた機K

比較的小規模の分館の場合は、蔵書の新鮮度Kよって利用の状況が大きく左右され書棚の

鮮度を維持するととは大変重要なととと考えなければならない。年間購入冊数の総蔵書数

K 占める割合K よって、蔵書の新鮮度を見るととができるが、調布図書館の場合新鮮度は

10.1パーセントであり、望ましい年間購入冊数の比率 15-20パーセントを下廻る結果と

なっており、利用者のリクエス卜 K 応れていくためK も更K 購入図書の充実をはからなけ

ればならない。

② 館別寄贈受入冊数

市民からの図書の寄贈は、日常的K行われ市民図書館としての認識の高まりを示して

いる。寄贈された図書は当館の受入基準と照し合せ可能な限 b受入れている。

今年度の寄贈受入冊数は、 3，542冊を受入れたが昨年度よ b約 1，500冊減となった。今

後の議題としては、図書館の求めている図書資料(現在購入出来ない資料、保存雑誌等の

パックナンバ一等)を広〈市民 KPRし、積極的な収集をはかっていきたい。

叉、市民図書館としては不可欠な資料である調布市K関する資料(郷土資料)の収集 K

ついても市民の協力を得て埋もれている資料の発掘K努めていきたい。

③ 館別除籍冊数

分館K おける蔵書の寿命は受入後約 5-6年を飴直すると一般的な利用は殆んどなくなっ

てしまう。特K規模の小さい場合Kはその傾向が顕著である。

そのため各分館では、利用頻度の低下したものを書架から外し、蔵書の鮮度を維持し魅

力のある書架をつくっていく必要がある。

との機K定期的κ書架を点検し、利用の少ない図書や傷んだ図書を抜き出して新しい図

書を補充していかないと、折角の新刊を書架K 並べても書架の中K 埋もれてしまい魅力の

ない書架(蔵書)となってしまう。

(3) 館別蔵書整備計画

各館K おける蔵書収容能力は平均約30，000冊であ D、歴史の新しい 2-3館を除いては、

既K 収容能力を越えているのが現状である。しかし、常K 新鮮な蔵書を求めている市民K 対

し限られたスペースしか持たない分館の場合は、蔵書の量よりも内容Kよって市民の期待K
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表 [V-2一(1)J 

登録状況

年度別・町別登録者数

2. 

(I) 

当館では、毎年4月で登録の一斉切P替えを行っている。昭和59年度の個人貸出の登録者

数は、成人(中学生以上) 24，159入、児童(小学生以下) 17，臼2人、合計41，791人である。

昨年度と比較すると成人は約1. 000人の増であったが、児童は逆K約1，000人の滋であり全体

として僅かK 滋少したとと K なる。

との傾向は昨年に引き続いてみられ、確かな分析は出来ないが児童数の減少等も要因の一

しかしそれだけではない様Kも思われるので、今後時間の経過を待つっとして考えられる。

て検討を加え図書館活動をすすめるよでの大きな謀題として考えていきたい。

表 [V- 2 一(幼〕館別・町別登録者数(幼

2年前K 開館した佐須分館のある佐須地域が引き続き高い登録者の状況を町別K みると、

西つつじク丘の各地域のj願tてなっ登録率を示している。次いで国領、染地、富士見、柴崎、

ており、全体としては 22.7パーセントで昨年を若干下廻る結果となった。

その一つ仙川地域は京王線をはさんで南一方、 15パーセント未満の地域が 2地域あるが、

との地域の住民は生活動線とは逆方向の位K 若葉分館、北K 緑ク丘分館の中間地域であり、

図書館利用を大きく阻害する要因となっている。置K図書館があるため、

文、飛田給地域も同様で、富士見、宮の下の各図書館からは、遠〈離れており利用が困難

の地域であると言わざるを待ない。

今後ζれらの地域tておけるサービスをどの様K考えていくかが大きな謀題となっている。

表[V-2一(3) J 年度別・館別登録者数(3) 

利用者の登録状況を館別Kみると、中央館が全体の 4分の 1を占めている。分館Kおいて

は、大きな団地をかかえている染地、国領をはじめ若菜、佐須の各分館の登録者は他の館の

それぞれの地域の状況がは1. 5~ 2倍近くあP、地域κよってかなりのパラツキがみられ、

っきりとあらわれている。

各館における職業別登録者の状況は、各館の概況の項K掲載されている。なお、

表 [V-2一(4)J 舘別・職業別登録者数(4) 

登録者の状況を職業別K みると、登録者の半数弱が児童(小学生以下)で占めているのは

とれは地域tておける分館網の整備Kともなって"どとでも" "だれ例年のとお bであるが、

でも"利用できる図書館づくりを目指してきた成果のあらわれと考えられる。

主婦が31. 4パーセントを占め、次いで勤め

人が21. 5パーセント、中学生が17.8パーセントと高い位置を示しており、以下学生、高校生、

一方、一般(中学生以上)の登録者の中では、
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中央館と分館とでとの状況を比較してみると、中央館は学生( 24.2%)、勤め人(お .1%)、

主婦(却 .9%)、高校生( 11. 4% )、中学生( 10.9%)の順Kなっている。

とれK対して分館の状況をみると、主婦( 36.0% )、勤め人( 20.8% )、中学生 (20.7%)、

高校生( 8.6% )、学生( 6.9% )と昨年とほぼ同様の傾向となっている。

との結果でわかる様K中央館と分館では、その利用形態が明らかK異っているn とれは蔵

書の量や内容、地理的条件等様々な要因が考えられるが、それぞれの地域では分館の活動が

日常生活の中K しっかりと根づいてきているととを物語っている内

分館Kおいて、勤め人の登録者が中学生を抜いて第二位κ位置づけられているととは大き

な意味を持っている。
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年度別・町別登録者数 表 ( V - 2 -(1)) 

年度
41 49 50 51 52 53 54 55 56 

町名

野水・西町

飛 田 給 606 672 575 600 589 662 687 682 

上 石 原 1，812 1. 743 1，573 1，563 1. 367 1. 370 1. 441 1. 432 

下 石 原 2，451 2，478 2，344 2，511 1， 326 1，262 1，212 1，285 

多 摩 J 11 1，865 1，806 1. 944 2，111 

富 士 見 区盟 2，399 2，302 2，263 2，083 2，105 2，247 2，137 

島 1，696 1，864 2，219 2，202 1. 798 1，716 1，726 1. 789 

布 田 1， 715 1，748 1，708 1，765 1. 528 1，470 1，461 1，579 

下 布 田 385 359 55 90 117 66 95 70 

調布ク丘 858 925 936 1.1 25 1.1 27 1，096 1，062 1，016 

国 領 3，260 3，286 3，422 3，838 3，795 3.667 4，341 4，688 

染 地 2，662 2，483 2，420 2，686 2，438 2，300 巨雪 5，149 

深 大 寺 3，917 4，192 4，431 4，399 4，094 4，048 3，959 3，872 

佐 須 774 848 794 851 786 733 668 714 

柴 崎 1，577 1， 354 1， 495 1，498 1， 504 1， 508 1，523 1，440 

入 間 320 11，2291 1，298 1，348 1，302 1， 212 1.1 58 1，161 

東つつじク丘 523 869 827 930 955 876 849 924 

西つつじク丘 3，630 3，830 3，985 3，793 3，550 3，293 3，177 3，160 

若 葉 316 回 1，125 1.1 77 1，103 1，001 1，004 997 

イ山 J 11 385 877 639 709 694 676 591 550 

緑 ク 丘 医亘 2，598 2，517 2，566 2，291 2，146 1，914 1，剖O

菊 野 4Ea3 、 1， 161 1，150 1，422 1，258 1，332 1，238 1. 271 1，287 

市内小計 33，022 35，780 35，087 37，172 35，644 34，251 37，410 37，840 

調 布 市 外 4，339 4，618 4，435 4，307 3，563 2，773 2，254 1，933 

不 明

i口h 計 3，082 37，361 40，398 40，522 41. 479
139，204 37，024 39，664 39，773 

※ 仁コは分館の開館口惜しく登録の増加した例

-49一

(各年度末)

57 58 59 

697 708 770 

1，500 1，472 1，575 

1，252 1，249 1，260 

2，080 1，929 1，911 

2，366 2，380 2，403 

1，859 1，874 1. 770 

1，644 1. 689 1， 640 

81 69 84 

1，249 1.1 97 1，265 

5，208 6，133 6，042 

5，184 4，162 4，095 

4，410 4，366 4，411 

巨盟 1， 455 1，468 

1，780 1，754 1，720 

1，189 1，132 1，275 

930 822 845 

3，112 3，246 3，288 

1，007 1，073 1，134 

521 564 519 

1， 688 1，638 1，644 

1，303 1，400 1，254 

40，616 40，312 40，373 

1，738 1，506 1， 418 

42，354 41，818 41，791 



表( V - 2 -( 1)) 年度別登録者数の推移

表 rV - 2 --(2)) 

(昭和 51年度)

(昭和 59年度)

(昭和 56年度)

年度別町別登録率の変化(年度抜粋)
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館Ji IJ ・町別登録者数 (成人・兜童別) 表 ( v - 2 -(2)) 
J伝 1

中 央 館 国 領 分 館 つつじク丘分館 深 大 寺 分 館 ネ申 代 分 館 宮の下分館

成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児童 計

飛 回 給
253 93 346 5 5 

(含 t却水・部T) 2 2 183 189 372 

上 石 原 305 90 395 7 1 8 1 1 1 1 3 3 534 501 1，035 

下 右' 原 447 188 635 5 4 9 2 2 3 3 1 1 174 187 361 

多 摩 ) 11 612 354 966 3 3 1 1 2 2 402 454 856 

富士見町 405 83 488 1 1 2 1 1 2 6 6 1 1 2 3 3 61 

島 町 927 543 1. 470 7 4 11 1 1 2 2 2 33 1 

布 田
909 482 1，391 18 19 37 l 1 

(含む上布田) 1 2 3 2 1 3 2 2 

下 布 田 14 2 16 11 2 13 1 1 

調布ク丘 420 154 574 12 12 2 2 1 1 2 2 

国 事頁 町 696 324 1，020 1. 469 1，451 2，920 9 28 37 2 4 6 7 13 20 3 9 12 

染 地 779 168 947 84 28 112 5 1 6 1 l 9 9 6 6 

深 大 寺 451 1 14 565 10 8 18 1 6 7 1，396 1，160 2，556 236 204 440 3 3 6 

佐 須 町 152 21 173 22 6 28 1 1 2 38 15 53 

柴 崎 100 13 113 48 25 73 5 3 8 3 1 4 649 493 1，142 

入 間 町 36 2 38 2 2 9 3 12 3 3 

東つつじク丘 52 4 56 3 3 19 27 46 1 1 45 36 81 

西つつじク丘 164 26 190 24 18 42 708 785 1493 644 448 1，092 1 1 

若 葉 町 46 2 48 2 1 3 3 3 61 1 1 2 1 3 1 1 

イ山 ) 11 町 31 8 39 2 2 1 1 6 5 11 

緑 ク 丘 31 3 34 6 1 7 1 1 3 3 

菊 野 ぷ口」、 145 7 152 249 168 417 202 297 499 49 47 96 1 1 

市内小計 6，975 2，681 9，656 1，990 1， 737 3，727 967 1，156 2，123 1，4 2 2 1，168 2，590 1，701 1，266 2，967 1，348 1，348 2， 696 

調布市外 350 6 356 36 3 39 37 36 73 38 22 60 256 100 356 33 2 35 

合 言十 7，325 2，687 10，012 2，026 1，740 3，766 1，004 1，1 92 2，196 1，460 1，190 2，650 1，957 1，366 3，323 1，381 1，350 2，731 
L.. 
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館)}Ij・町}3 1¥ 登録者数 (成人・児童別) 表 [ V-2-( 2) 
J鉱2

緑ク丘分館 富士見分館 若 葉 分 館
染 1也 分 館 佐 須 分 館 メ口>. 計

成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児童 計
成人 児童 計 成人 児童 言十 成 人 児 重 計

飛 田 給
18 18 36 

(含 t却水・部J)
1 2 3 3 3 6 465 305 770 

よ 石 原 1 2 3 67 60 127 
1 1 1 1 920 655 1，575 

下 石 原 1 1 127 100 227 2 1 3 
6 2 8 6 4 10 774 486 1，260 

多 摩 ) 1¥ 1 6 7 4 4 
43 28 71 1 1 1，069 842 1，911 

富士見町 1 1 915 957 1，872 1 1 2 
3 3 13 6 19 1，350 1053 2，403 

島 町 3 3 105 103 208 1 1 
7 3 10 16 1 3 29 1，096 674 1，770 

布 田
1 1 2 4 14 18 6 2 8 

(含む上布田)
43 20 63 49 63 112 1，035 605 1， 640 

下 布 田 1 1 1 1 
1 1 35 16 51 61 23 84 

調布ク丘 1 1 72 68 140 2 2 
90 2 92 195 244 439 796 469 1，265 

国 領 町 10 10 6 2 8 10 22 32 
1，1 0 0 263 1，363 268 346 614 3，570 2，472 6，042 

染 地 2 1 3 1 8 9 8 8 
1，099 1，872 2，971 17 6 23 2，011 2，084 4，095 

深 大 寺 1 1 2 97 89 186 3 4 7 
2 4 6 318 300 618 2，518 1， 893 4，411 

佐 須 町 1 l 1 I 3 3 
3 3 714 490 1， 204 935 533 1， 468 

柴 崎 町 1 1 1 1 5 5 10 
3 3 180 185 365 994 726 1，720 

入 間 町 3 3 1 1 597 616 1，213 
1 1 2 2 650 625 1，275 

東つつじク丘 1 1 2 323 332 655 
1 1 445 400 845 

西つつじク丘 3 8 11 2 2 279 138 417 
1 1 1 7 22 39 1，841 1，447 3，288 

若 葉 町 7 2 9 608 454 1，062 
1 1 671 463 1，1 34 

イ山 )1¥ 町 82 82 164 176 123 299 
2 1 3 300 219 519 

緑 ク 丘 822 741 1，563 16 15 31 
2 2 4 1 1 882 762 1，644 

菊 野 ぷ口a、 1 1 1 1 22 9 31 
3 3 21 32 53 693 561 1，254 

市内小計 925 857 1，782 1，415 1，430 2， 845 2，065 1，723 3，788 
2，4 0 7 2，200 4，607 1，861 1，731 3，592 23，076 17，297 40，373 

調布市外 146 93 239 6 19 25 102 38 140 
33 43 76 18 1 19 1，055 363 1，418 

i日>. 計 1，071 950 2，021 1， 421 1，4 4 9 2，870 2，167 1， 761 3，928 
2，440 2，243 4，683 1，879 1， 732 3，611 24，131 1 7，660 41，791 
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年度Ji IJ ・館別登録者数

ヲト¥ご空 41 50 51 52 53 

中 央 館 2，161 8，288 7，984 8，520 8，262 

国領分館 1，881 1，930 2，157 2，180 

成
つつじク丘分館 1， 168 1. 080 1，058 996 

深大寺分館 1. 564 1. 665 1，557 1，346 

神代分館 2，004 2，301 2，324 2，222 

宮の下分館 1. 252 1. 264 1，315 1. 205 

緑ク丘分館 1，1 54 1，201 1，348 1，314 

富 士 見 分 館 1，1 7 4 1. 249 1，287 1.1 79 

人
若葉分館 1，717 2，109 2，453 2，253 

染地分館

佐須分館

言十 2，161 20，202 20，783 22，019 20，957 

指 数 100 935 962 1，019 970 

中 央 宣官 921 4，842 4，531 4，659 4，425 

副領分館 2，255 2，108 2，225 2，058 

児
つつじク丘分館 2，246 2，343 1，842 1， 643 

深大寺分館 1，688 1，605 1，746 1，4 73 

神代分館 2，103 2，142 2，023 1. 918 

宮の下分館 1，754 1，620 1，644 1，574 

緑ク丘分館 1，761 1，768 1，755 1， 705 

富士見分館 1，537 1，564 1，476 1，428 

重
若葉分館 2，010 2，058 2，090 2，026 

染地分館

佐須分館

言十 921 20，196 19，739 19，460 18，250 

指 数 100 2，193 2，143 2，113 1，982 

中 央 宣官 3，082 13，130 12，515 13，179 12，687 

国領分館 4，136 4，038 4，382 4，238 

i日h 
つつじク丘分館 3，414 3，423 2，900 2，639 

深 大 寺 分 館 3，252 3，270 3，303 2，819 

神代分館 4，107 4，443 4，347 

宮の下分館 3，006 2，884 2，959 2，779 

緑ケ丘分館 2，915 2，969 3，103 3，019 

富士見分館 2，711 2，813 2，763 2，607 

言十
若葉分館 3，727 4，167 4，543 4，279 

染地分館

佐須分館

百十 3，082 40，398 40，522 41，4 79 39，207 

指 数 100 1. 31 1 1. 315 1. 346 1，272 

登 録 率 2. 5 23.6 23.5 23.8 22.4 
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表 ( v -2 -(3) ] 

54 55 56 57 58 59 

7，844 7，609 7，868 7，666 7，360 7，325 

2，000 1，972 2，017 2，129 2，037 2，026 

944 949 1，009 971 1，027 1，004 

1. 377 1，344 1，375 1，483 1，475 1， 460 

2，010 1，984 1，927 1. 901 1，919 1. 957 

1，203 1.1 70 1，264 1，242 1，256 1，381 

1，243 1. 068 1， 023 954 941 1. 071 

1，1 7 7 1，262 1，197 1. 304 1，324 1，421 

2，086 1. 958 2，003 1，948 1，935 え167

2，000 2，181 2，279 2，370 2，440 

1，355 1. 560 1，879 

19，884 21，31 6 21. 864 23，232 23，204 24，131 

920 986 1，011 1，075 1. 074 1，118 

4，057 3，558 3，534 3，210 2，901 2，687 

1，910 2，022 2，1 13 1，989 1，969 1. 740 

1，422 1，326 1，235 1，234 1，296 1，192 

1，4 71 1， 404 1， 320 1，349 1，203 1，190 

1，755 1，687 1，576 1，516 1，481 1，366 

1，598 1，535 1. 507 1， 532 1，389 1，350 

1，583 1，334 1.1 88 1，073 1，000 950 

1，436 1，529 1，414 1， 521 1，4 81 1，449 

1，908 1， 736 1， 692 1， 688 1，750 1，761 

2，217 2，330 2，388 2，331 2，243 

1. 622 1，813 1，732 

1 7，1 40 18，348 1 7，909 1 9，1 22 18，614 17，660 

1， 861 1，992 1，944 2，076 2，021 1，914 

11，901 11，1 67 11，4 0 2 10，876 10，261 10，012 

3，910 3，994 4，130 4，118 4，006 3，766 

2，366 2，275 2，244 2，205 2，323 2，196 

2，848 2，748 2，695 2，832 2，678 2，650 

3.765 3，671 3，503 3，417 3，400 3，323 

2，801 2，705 2，771 2，774 2，645 2，731 

2，826 2，402 2，211 2，027 1，941 2，021 

2，613 2， 791 2，611 2，825 2，805 2，870 

3.994 3，694 3，695 3，636 3，685 3，928 

4，217 4，511 4，667 4，701 4，683 

2，977 3，373 3，611 

37，024 39，664 39，773 42，354 41， 818 41，791 

1，201 1， 287 1， 290 1，374 1，357 1， 357 

21. 2 22.5 22.2 23.4 23.0 22.7 
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表( V - 2 - (5)) 市内小中学生の登録状況(昭和 59年度調査結果)(。

3年K一回の割合で実施している調査で、調査方法は図書館K登録されたデとの調査は、

ータをもとK、各学校別、学年別K仕訳けをして集計したものである。

ζれまでの調査は昭和43、47、50、53、56年度K実施をし今回は 6回目の調査である。

イ.小学生の状況

学校別K登録状況をみると、飛田給小が60%を下廻ってお夕、富士見台小、深大寺小、

がそれK 次いで低い登録率となっている。とれらの地域は市内K 点在する分館との距離が

比較的遠〈、児童の図書館利用K 関しては困難地域といわなくてはならない。

しかし、前回の調査結果と比較すると50%台の学校が2校あったが今回は 1校となり60

%台が 5校で全体的なレベノレアップが計られた。

3-4年生を頂点として山型の登録率を示しているが、前回の学年別の状況をみると、

調査結果と比べ各学年とも登録率が上廻っており 4年生では 95.8%殆んど全児童が登録し

ている。前回65%であった 6年生も 76.0%と大巾Kアップし、小学生の全体の登録率は

85.0%で全国的Kも高い数値を示している。

当館Kおいては、小学校と協力を して 3年生を対象K図書館利用のガイタ・ンスや、尚、

ブックトーク、読み聞かせ、素話等を定期的K実施し、読書の動機づけを行っている。

とのととが何らかの成果として高い登録率となっていると思われる。

ロ.中学生の状況

中学生の場合は、学校別の格差がかなりあり高い学校で73.1%(四中)、低い学校では 35.4

38.9% (調布中)となって おり、近O(分館がある場合とそうでない場合の%(八中) 、

また館別の登録状況をみると蔵書を多〈所蔵している館K

集まる傾向が少しずつ見られ、中学生の行動範囲が小学生のときょ b さらK 拡大している

ととがわかる。

3年と進むKつれて登2年、一方、学年別の状況をみると 1年生が66.5%と最も多く、

録率が低くなってしまう。なお前回の調査結果と比べると僅かだが増えており、今後の働

きかけによって更K 拡大されるととが期待出来る。

.未就学児童の状況

0才-6才までの未就学児童(乳児・幼児)の状況であるが( 6才児のデータは小学1

5才児では 62.0%と半

とれは市内全域をカパーす

状況が端的K るらわれている。

年生と重複するため若干誤差が認められるので参考程度とする)、

数以上の幼児がすでK 図書館の利用者として登録されている。
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表 rv - 2 -(5)) (小学校)学校別登録率の推移

一一一一一 59年度 (85.0%)

56年度( 76.4%) 

一一ー一一 47年度 ( 70.9係)

一一一一一 43年度( 29.5各)

(パーセントは各年度の平耗撒(直)
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学 校 男IJ ・館別登録者数 (小学校 ) 表 ( v - 2 -(5) J 

J世， 1

中 央 館 国 領 分館 つつ じク丘分館
深大寺分館 神 代 分 館 宮の下分館

登録者数 登録 率 登 録者数 登録 率 登 録者数 登録 率 登録者数 登 録率 登録 者数 登録率 登 録者数 登 録 率
第 428 47.3 9 5 

4 3 

第 173 35.3 238 48.6 6 1 4 1 

第 109 15.7 3 2 
443 63.6 

/¥. 与云E司b i口a、 118 16.1 85 1 1. 6 3 

富士見台 382 59.0 3 
11 

滝 坂 7 24 1 146 19.7 

深 大 寺 42 8. 0 144 27.4 36 

上 の 原 1 1 17 2 17 655 69.4 

石 原 58 1 1 1 2 

若 葉 4 8 4 

野 ) 11 20 16 418 78.6 
26 

緑 ク 丘 1 

染 地 24 25 

~t の 4Eコa、 8 1 679 74.1 1 1 

多 摩 )11 52 9. 0 
332 57.5 

杉 森 72 25 1 

大 町 5 123 26.9 230 43.2 
21 

飛 回 給 71 14.5 
169 34.6 

柏 野 19 5 1 9 

国 領 56 694 86.3 1 7 4 11 8 

布 田 245 43.3 

計 1， 901 1，249 718 846 918 970 

桐 崩 17 5 3 4 12 7 

晃 華 21 7 5 10 38 3 

そ の 他 49 13 31 27 87 10 

-g. 計 1， 988 1，274 757 887 1，055 990 
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学校別・館別登録者数

縁ケ li:分館 富士見分館 若 葉 分 館

登録 者 数 登録率 登 録 者 数 登録率 登録者数 登録率

者宅 3 266 29.4 4 

書写 4 3 3 一
語Z 3 44 

八 雲 ーEーコ品、 4 4 

富士見台 6 

滝 坂 20 1 297 4 0.1 

深 大 寺 11 

上 の 原 6 

石 原 579 74.3 1 

若 主転 3 780 105.8 

野 )11 9 83 15.6 

緑 ク 丘 587 79.9 13 

染 1也

~I:: の LEコa、

多 摩 )11 3 

杉 森 1 

大 町 6 

飛 回 給 10 

キ自 野 1 1 

国 領 5 4 11 

布 田

言十 640 927 1， 209 

桐 朋 6 4 20 

晃 華 3 1 6 

そ の 他 75 12 40 

ムιョ 言十 724 944 1， 275 
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( 小学校 ) 表 ( v -2 ー (5) ) 

J提i2 

染 地 分 館 佐 須 分 館 言十

登録者数 登 録 率 登録者数 登 録 率 登録者数 登録率

6 71 799 88.4 

44 9. 0 10 487 99.4 

2 606 87.1 

5 431 58.9 650 88.8 

4 2 408 63.1 

496 66.9 

105 2 0.0 338 64.4 

135 14.3 843 89.3 

4 647 83.1 

799 108.4 

16 588 110.5 

2 603 82.0 

474 80.2 1 524 88.7 

2 692 75.5 

1 388 67.2 

791 85.1 890 95.7 

1 386 84.3 

3 3 256 52.4 

455 92.3 491 99.9 

14 42 866 107.7 

148 26.1 393 69.4 

1，492 1，280 12，150 85.0 

4 7 89 

2 24 120 

44 10 398 

1， 542 1， 321 12，757 
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学校別・学年別登録者数 (小学校 ) 表 rv - 2 -(5)) 

1 年 2 年 3 年

児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数

4 年 5 年 6 年 合計
登録率

児童数登録者数 児童数登録者数 児童数登録者数 児童数登録者数

第 131 106 141 127 144 118 167 168 168 135 153 145 904 799 88.4 

第 72 58 70 61 78 82 73 100 97 74 100 112 490 487 99.4 

第 93 72 107 85 123 118 137 142 109 90 127 99 696 606 87.1 

i¥ 雲 4にaコ、 120 95 108 95 113 109 122 135 121 111 148 105 732 650 88.8 

富士見台 108 61 104 67 109 77 92 62 126 88 108 53 647 408 63.1 

滝 坂 123 73 110 72 121 89 110 84 141 102 131 76 741 496 66.9 

深 大 寺 78 47 87 37 76 51 77 44 107 85 100 74 525 338 64.4 

よ の 原 145 1 14 151 116 139 121 167 176 162 174 180 142 944 843 89.3 

石 原 109 90 117 108 137 121 150 126 136 120 130 82 779 647 83.1 

若 葉 104 109 127 136 114 124 129 145 119 128 144 157 737 799 108.4 

野 )11 105 86 85 90 76 128 78 91 91 99 97 94 532 588 110.5 

緑 ク 丘 103 89 99 91 112 1 16 141 116 147 102 133 89 735 603 82.0 

染 地 68 61 82 76 96 89 102 102 121 106 115 90 591 524 88.7 

it の LにコA、 142 110 133 114 126 104 169 128 184 129 162 107 916 692 75.5 

多 摩 )11 92 46 87 60 110 82 99 75 76 54 113 71 577 388 67.2 

杉 森 149 138 146 139 152 148 152 160 169 163 162 142 930 890 95.7 

大 町 69 62 68 68 73 61 82 60 81 67 82 68 458 386 84.3 

飛 田 給 79 30 74 30 74 60 96 48 78 55 88 32 489 256 52.4 

相 野 72 74 85 86 76 82 95 97 72 65 93 87 493 491 99.9 

国 領 98 95 137 150 151 147 139 238 151 139 128 97 804 866 107.7 

布 田 92 54 83 68 82 62 104 85 107 72 98 52 566 393 69.4 

計 2，152 1，670 2，202 1，877 2，283 2，089 2，487 2，382 2，563 2，158 2，599 1，974 14，286 12，150 85.0 

登録率 77.6 85.2 91. 5 95.8 84.2 76.0 

桐 朋 11 12 16 16 22 12 89 

晃 華 10 18 21 25 24 22 120 

そ の 他 63 39 55 90 70 81 398 

メE23恥 計 1，754 1，946 2，181 2，513 2，274 2， 089 12，757 
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学校別・館別登録者数

中 央 館 国領分館 つつじク丘分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 133 12.5 

神 代 22 1 

第 218 15.9 72 5. 3 

第 四 13 13 77 9. 3 

第 五 161 16.4 8 

第 --'-- 26 234 43.2 39 ノ、

第 七 56 41 2 

第 i¥. 1 3 

言十 630 371 1 19 

桐 朋 17 8 1 

Jも 華 5 1 1 

そ の 他 84 20 7 

iロ~ 計 736 400 128 

緑ク丘分館 富 士 見 分 館 若葉分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 250 23.4 

神 代 3 

第 1 

第 四 9 1 460 55.6 

第 五 3 1 

第 --'-- 4 ノ、

第 七 2 2 

第 i¥. 155 32目6 6 

言十 164 259 474 

桐 朋 8 2 16 

晃 華 2 4 

そ の 他 43 17 40 

メロト 計 217 278 534 
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( 中学校 ) 表( V -2一(5)) 

深大寺分館 神 代 分 館 宮の下分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

9 8 

202 16.0 165 13. 1 

30 l 

13 282 28.7 

5 

7 

2 

211 222 291 

1 15 2 

2 3 

24 52 21 

238 292 314 

染 地 分 館 佐 須 分 館 計

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登 録 率

2 13 415 38.9 

124 9. 8 517 41. 0 

519 37.9 3 813 59.3 

1 605 73.1 

4 472 48.1 

3 311 57.4 

1 267 44.1 378 62.5 

1 168 35.4 

527 411 3，679 51. 6 

7 10 87 

5 23 

26 24 358 

560 450 4，147 
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学校)J IJ ・学 年 別登録者数 (中 学校 ) 表 r V - 2 - (5)) 

1 年 2 年 3 年 言十
登録率

生徒数登録者数 生 徒 数登録者数 生徒数登録者数 生徒数登録者数

調 布 375 255 359 109 333 51 1，067 415 38.9 

神 代 410 236 441 192 411 89 1，262 517 41. 0 

第 443 272 435 274 493 267 1，371 813 59.3 

第 四 289 255 259 154 280 196 828 605 73.1 

第 五 354 203 306 156 321 1 13 981 472 48.1 

第 ー-'- 203 145 181 107 158 59 542 311 57.4 ノ、

第 七 230 198 183 98 192 82 605 378 62.5 

第 1¥ 161 76 160 59 154 33 475 168 35.4 

計 2，465 1，640 2，324 1，149 2，342 890 7，131 3，679 51. 6 

登録率 66.5 49.4 38.0 

桐 朋 36 19 32 87 

晃 書E 7 7 9 23 

その他 161 11 7 80 358 

15コh 計 1，844 1，292 1，011 4，147 

館別未就学児の登 録 者 数 表 ( V - 2 -( 5)) 
人

700寸 679A 

650A 
63 

戸

214 

1¥¥ 
巨

醐 l同附
338A J[ 

314人ノヤ寸.，
3:> 0 

157 

91 92 

~/f ao 
94 

84 68 
143 

100 
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3.貸 出 状況

(1) 年度別貸出冊数 表 (V-3一(1))

貸出冊数の推移を年度別Vてみると、昭和54年以降徐々K上向きの傾向を示してきた。との

問、 55年K 染地分館、57年K 佐須分館がそれぞれ開館し冊数の上昇を支えて来たと言える。

しかし、今年度はその傾向が後退し前年度の冊数を約 5，300冊下廻る 696，787冊Kとど

まった。内訳けをみると一般は 9，389冊の増加K 対し、児童が 14，694冊の大巾な減になって

いる。

ζのζとは単K児童数の減少という ζとだけの原因として片付けられない結果であり、今

後児童サービスを進めていくよでの大きな謀題として取 b組まなければならない。

一方一般の利用Kついては、 ζれまでの状況を更K進め児童の利用を上担る勢いで伸びて

来ている。今後も引き続き利用者の動向を把援し、 リクエス トの体制を十分整え利用者の希

望K 対応出来る選舎を行い、役K 立つ図書館づくりを目指していきたい。

又、今後の検討謀題として、貸出冊数の制陣(現在 l人 2冊まで)緩和の問題と貸出方式

(現在プラウ式)の検討を急がねばならない。 ζのとと K よって貸出冊数の増冊をはかD、

利用者の多様な読書要求K 応え得る体制作 P が進められ、同時U亡、 より能率的な貸出処理が

出来るよう吏K 検討を重ねカウンター窓口 Vておけるサービス向上をはかっていきたい。

(2) 年度別 ・館別貸出冊数 表 (V-3一(2) ) 

貸出状況を館別Uてみると、中央舘が各分館の約2倍の貸出しであるが、とれは駅前の便利

きゃ、中央館の蔵書規模等の関係で当然の事であり、中央館の規模 ・機能等の拡大が計られ

ればその差は更K広がっていくと考えられる。

又、各分館それぞれを比較してみると、染地分館が昨年同様他の分館を大きく上廻ってお

り、次いで、国領、若菜、佐須、富士見、神代の順となっており、昨年と比べて若干の入れ

替えが見られるが地主主としては昨年とほぼ同僚の結果となっている。

一方、 利用者別κみると成人の利用は一部を除いて殆んどの館で昨年を上廻P順調な伸び

を示しているが、児童の利用κついては、宮の下、若菜、佐須を除いてすべて昨年を下廻る

結果となった。そうした中で若葉分館の3，500冊の増加は若葉小との協力事業の成果とも言

えるだろう。

なお、分類別貸出冊数の調査は、昭和42年度から44年度までの 3ク年間と、昭和52年度か

ら57年度までの6ク年間との 2期Kわたって実施をして来たが、 58年度から当分の聞は調査

を中止している。

42年度からの調査では、中央館だけ(分館が出来る前)の 利用状況を出来るだけ具体的な

データで把握し、分館Kおける蔵書:構成のあり方等それからの図書館活動を展開していく上
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を示している。
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での足がかりとした。

52年度からの 2期自の調査では、調布市Kおける分館網が2つの地域を残してほぼ完成し

(50年度 答案分館が開館)、今後の図書館運営は館内の充実 K目が向けられ始めた。

その中で、再度、各主題どとの図書利用状況をデータとして認識し、 より木目細かいサー

ビスを実践していくための手掛りとして調査を開始した。そして 6 年間調査を続けてきた結

果利用者の状況は貸出しを通してほぼ把握出来たと言える。今後はとれらのデータをもとK

更K分析を加え、市民の求めているものを蔵書締成の中K十分反映させ、市民K役立つ図書

館づ〈りを目指していきたい。

今年度からは、雑誌、郷土資料( 56年から中央館の郷土資料を他の蔵書から独立させ、地

域資料の充実κ努めている)、成人図書、児童図書の 4つK分けて統計をとるとととした。

(③館別団体貸出冊数 表 (V-3一(劫〕

現在図書館K登録されている団体は 44団体である。その大半が幼児や児童をかかえてい

る文庫ゃ、学校、幼稚園等である。

貸出しの実績は昨年とほぼ同様の貸出しがあり、団体貸出しがある程度定着してきたと言

える。特K注目すべき ζ とは、文庫の活動状況もさるととながら、学校との働力事業Kもと

づいた学校図書館や、学級文庫への貸出しである。これらは団体貸出冊数の約半分を占めて

おり、協力事業が順調K 進められ先生方の図舎館K 対する期待が大き〈なってきている ζ と

(4)館別図書予約件数 表(V-3一(4)]

貸出中等によって借b るζとの出来ない図書資料を予約するととが出来る制度がある。と

れは、その受付件数を調査したものである。( 57年4月から調査を開始する)

予約制度は、貸出しを行う上では絶対K切D離す ζとの出来ないものであり、今日の公共

図書館活動Kおいて重要な役割を持つものである。
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年度別IJ ・館別貸出冊数 表( V-3 一~2) ) 

瓦Z 一一三里 41 50 51 52 53 

中 央 舘 1 0，1 1 5 84，206 80，093 81，262 75.982 

国領分館 22.138 2 1. 9 68 25.134 26.938 

成
つつじク丘分館 1 7.837 15.248 16，647 14，022 

深大寺分館 2 1. 604 23.874 23.504 16.492 

神代分館 28.794 32.250 31.567 28，838 

宮の下分館 15.856 15.208 1 7.112 1 5，61 4 

緑ク丘分館 16.186 1 7.6 1 4 20，777 20.4 75 

人
富士見分館 16.292 1 7.3 34 1 7.496 15.514 

若葉分館 14，303 26.632 32.082 31. 654 

染地分館

佐須分館

言十 1 0，1 1 5 237，216 250.221 265.581 245.529 

指 数 100 2，345 2，474 2.626 2，4 2 7 

中 央 館 5.587 71. 098 63.687 67.653 60.247 

国領分館 34，307 31. 773 32，434 30，4 72 

児
つつじク丘分館 52，600 40，957 41.531 35.740 

深大寺分館 34.123 31. 675 32，904 23.943 

神代分館 35，4 41 36，642 35.135 32，747 

宮の下分館 33.056 29，548 31.1 34 30.194 

緑ク丘分館 37，047 35.863 37，4 38 36，688 

重
富士見分館 40.673 33，146 33.647 32.422 

若葉分館 40，522 34，472 34，262 32，970 

染地分館

佐須分館

言十 5，587 378.867 337.763 346，1 38 315.423 

指 数 100 6，781 6.046 6，195 5，644 

中 央 館 15.702 155，304 143.780 148.915 136，229 

国領分館 56，445 53.741 57.568 57，410 

JロL 
つつじク丘分館 70，4 37 56，205 58，178 49.762 

深大寺分館 55.727 55.549 56，4 08 40，435 

神代分館 64，235 68，892 66，702 61，585 

宮の下分館 48.912 44.756 48.246 45.808 

緑ク丘分館 53.233 53，477 58，215 57，163 

言十
富 士 見 分 館 56.965 50.480 51，1 43 47，936 

若葉分館 54，825 61，1 04 66，344 64，624 

染地分館

佐須分館

メロ〉 計 15.702 616，083 587，984 6 11.7 19 560.952 

指 数 100 3.924 3，745 3.896 3，572 

54 55 56 57 58 59 

72，697 75.135 81，207 77，898 75.104 75.986 

25.650 26，454 29，727 28.635 31，562 31，545 

1 3.637 17，597 21，682 20，248 20.909 20，152 

1 9，251 21. 032 22.244 24，4 9 4 25.273 24，533 

27，945 29.776 30，331 29，643 29.776 31. 748 

16，395 18，333 19，243 20，555 22.058 23.1 75 

19，4 1 7 16.950 1 7，902 18，258 20，764 23.263 

16，564 1 9.35 1 20.862 24，009 26，382 26.415 

29.557 28，267 30，666 29，685 28.911 31，659 

25.082 29.569 33，595 39.883 40，194 

19，175 28，811 30.152 

241.113 277，977 303.433 326，195 349.433 358，822 

2.384 2，748 3.000 3，224 3.455 3，547 

54.480 47，694 51，262 47，758 44.649 41.706 

28.967 30，4 2 6 38，058 33.642 36.399 32，668 

32，467 31. 547 32，4 2 9 30.961 32.715 30，085 

26.755 26，183 24.652 24，963 24.305 22.589 

30，927 30.888 29，120 27.238 24.868 23，577 

28.054 28，184 26.709 24，641 23.227 23，331 

35，694 29，027 25.230 24.554 24，522 24，091 

29.463 28，989 29，789 34，783 33.231 29.886 

28，974 24，949 28.137 28，039 27，081 30，582 

40，164 41. 791 47.613 50.678 48.247 

27.434 30，984 31.203 

295.781 318.051 327，177 351. 626 352，659 337，965 

5，294 5，691 5，856 6.293 6.312 6，049 

127，177 122，829 132，469 125，656 119，753 1 1 7，692 

54.617 56，880 67，785 62，277 67，961 64.213 

46，104 49，144 54，111 51，209 53.624 50，237 

46，006 47，215 46，896 49，4 57 49.578 47，122 

58，872 60，664 59，451 56，881 54，644 55，325 

44，4 49 46，51 7 45.952 45，196 45，285 46.506 

55，1 1 1 45，977 43.132 42，812 45.286 47，354 

46，027 48.340 50，651 58，792 59.613 56，301 

58，531 53，216 58，803 57，724 55，992 62，241 

65，246 7 1. 360 81，208 90，561 88，4 41 

46，609 59，795 61，355 

536，894 596，028 630，610 677，821 702， 092 696.787 

3，419 3，796 4，016 4，316 4，471 4，437 
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館別個人貸出 冊数 表( V - 3 -( 2)) 

中央館 国 領 分 館 つつじク丘分館 書巨大寺分館 神 代 分 館 宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 計 比

雑 誌、 5，550 1，950 3，990 2，255 3，000 2，338 2，295 2，656 4，039 3，072 3，497 34，642 9. 7 

郷 土 資 料 267 267 

成 人 図 書 70，169 29，595 16，162 22，278 28，748 20，837 20，968 23，759 27，620 37，122 26，655 323，913 9 0.3 

言十 75，986 31，545 20，152 24，533 31，748 23，175 23，263 26，415 31，659 40，194 30，152 358，822 51. 5 

児 童 図 書 41，706 32，668 30，085 22，589 23，577 23，331 24，091 29，886 30，582 48，247 31，203 337，965 48.5 

d口~ 言十 11 7，6 9 2 64，213 50，237 47，122 55，325 46，506 47，354 56，301 62，241 88，441 61，355 696，787 100 

館別団体貸出 冊数 表( V -3 -(3) ) 

中央館 国 領 分 館 つつじク丘分館 深大寺分館 神 代 分 館 宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 言十

団 体 数 8 1 3 6 6 7 O 2 5 5 l 44 

成 人 O O O 200 O 9 O O 。 72 O 281 

で戸崎F 校 2，320 54 74 106 278 234 O 1，026 8，279 230 522 13，123 

貸出冊数

文庫等 636 360 231 153 1，1 36 487 O 10 406 481 O 3，900 

合計 2，956 414 305 459 1. 414 730 O 1，036 8，685 783 522 1 7，304 

館別図書予約 件数 表( V - 3 - (4) ) 

中央館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若 葉分 館 染 地分 館 佐須 分 館 計

成 人 図 三... 宅 1，498 838 1，239 536 1，146 619 749 674 806 1. 220 776 10，101 

児 重 図 尋恒子一 467 442 363 260 612 423 397 553 605 984 459 5，565 

i日~ 言十 1， 965 1，280 1，602 796 1，758 1. 042 1，146 1，227 1，411 2，204 1，235 15，666 
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円障害者サービス

調布市立図書館Vておける障害者サービスは、昭和54年4月障害者サービスの打合せ会が発足し、

サービスの体制づ< .tが始ま った。

サービスの内容は、主K 視覚障害者を対象とした朗読サービスと点訳サービスであり、開始当

初と殆んど変わりはないが、当初K比べると質 ・量ともK拡充がはかられ、その体制も徐々K整

備されつつある。

1 朗読サービス

昭和50年4月から、すでvcr朗読奉仕の会J (調布ブッククラブ)の地道な活動があったが、

新たV亡、昭和57年4月から朗読ボランティア養成講座を開始し、以後毎年継続し、ボランティ

アの技術の向上と育成をB指している。同時K朗読ボランティアの登録制度を採用し、現在38

名の朗読ポランティアがおられ、録音テープの作成と対面朗読K 協力していたた、いている。

(I)録音テープ所蔵状況 表〔可- 1 -(1) ) 

当館作成テープとは、国主書館資料等をそのまま音読し録音したものである。との場合は著

作者又は著作権者等に「普通の出版物のままでは利用できない自の不自由な人、寝たきりの

人、身体の不自由な人々 K 録音テープを貸出す」という条件で許諾を得ている。

ζれ以外K、市販テープがある。 ζれは一般K市販されている録音テープそのものを購入

したものと、寄贈されたものがあり、寄贈の中では日本盲人会連合からのものが殆んどであ

る。とれら市版テープも年次的VC1整備をはかP、録音テープの所蔵の幅を広げていきたい。

一方、講演会等記録テープは特K障害者用という限定はなく、各種講座、講演会、読書会

等を記録したものであり、当日参加出来なかった人々Kも提供している。

(2) 録音テープ利用状況 表〔羽ー 1ー(2)) 

当館作成テープは年間約40タイトノレの作成があD、市販テープの寄贈を加えると約 100タ

イトノレの増加をみている。とうした中でのテープの利用は着実な伸びを見せている。昨年度

の総数 574タイトル、 2，253巻を大きく上廻り、 730タイトノレ、 3.180巻となっており、よ

り優れたテープを作成するととKよって、その利用も確実K伸びるととが明らかKなった。

今後更K 作成テープの充実K 努力していかなければならない。

(3) 対面朗読実施状況 表〔司ー 1一(3))

対面朗読は利用者の自宅を訪ねて実施する訪問サーヒ'スと、図書館等 K 来館して行う方法

とがある。実施の状況は毎年着実K増加しておD、とのサービスK対する利用者の期待がう

かがえる、利用者の実人数も 14名となった。

時年K は、調布市総合福祉センターが開館し、その中κ対面朗読室が設けられ、来館の場

-80ー

合K はととを拠点として実施している。

2 点訳サービス

図書館主催の点訳講座を終了したボランティアの方々Kよって、 「調布ブライユ」という点

訳サークノレを作り点訳活動を続けている。利用者からの点訳依頼は図書館を経由して、ボラン

ティア ・グノレーフ'VC依頼するノレートが出来ている。

ζれまでの主な点訳は、雑誌記事、法律書、児童書、教科書等である。図書館からの P R や、

ボランティアの方の不足などから依頼者は限られたものとなっているのが現状である。

今後は初級ボランティアの養成を積極的K行い利用者からの依頼K対し適確K対応出来る体

制を作らなければならない。

￥ど注

5 6 
/ 

¥ 1. 411巻)

( 1. 742巻)

録音テープ所蔵状況 表 〔 百 - 1 - (1) ] 

500 1.000 

270 当 館 作 成

450 

735 

371 

948 

404 
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録音テープ利用、対面朗読実施状況 表[百 -1一位)・ (3))

巻

4，000 

3，000 

2，000 

1，000 1，177 (462) 

)内はタイトノレ数

3，180 (730) 

X ¥ 録音テープ貸出巻数(巻)

791 
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四集会・学習活動

1. 集会・学習活動の状況

調布市立図書館では、開館以来さまざまな集会学習活動を実施し、積極的K 図害館側から

市民K働きかける動態的な図書館活動を展開してきた。とれらの活動は、読書への啓蒙と図書

館利用の促進を図るだけでなく、図書館が読書K よって生まれた学習意欲と市民の文化的要求

を育てる文化創造の拠点となる ζとを志向している。

さて、現在行なっている事業は、図書館が主催する事業と、図書館を核として活動している

市民の自主的な読書会や研究会等のサークノレの連合体である、 "調布プァククラブ"の事業と

に大別する ζとができる。図書館は、内容の深い時局的な各分野の図書をテーマKした講演会、

講座を中心K事業を実施し広〈市民の参加を求め、一方調布ブッククラブは、開かれた市民の

学習、創造の場として幅広い活動を展開し、会員個々の生涯学習の確立K 努めた。また、市民

の間K 根をおろしている「図書館まつり」は、図書館と調布ブァククラブの協力K より開催し

ている。 r図書館主つ9Jは、例年2月の約ーク月間K集中的K事業を実施する図書館Kおい

て最も規模の大きい集会学習活動であれ多様な市民の要求K答えるため、内容も各種講演会、

映画会、市民俳句会・短歌会等多岐Uてわたっている。

2.行 事

(1)講演会

事業名

講 演 会

時局講演会

講 演 会

講 演 会

講 演 会

期日・参加人数・会場

4月26日 約 100人

市役所8階

9月8日 約 100人

福祉センター

9月25日 約 120人

福祉センター

10月13日 約 150人

市役所8階

10月23日 約 130人

市役所8階

講師及 び内 容

日本教育学会会長 大田 発

人が人Vてなるとは 生護教育とは

評論家 佐藤藤三郎

現在・百姓考"減反は家庭の荒廃をも生んだ"

作 家 山本茂安

私をささえた母の一言

学習院大学教授 大野 晋

日本語はどとから来たか(日本語とタミノレ語)

文芸評論家 久保田正文

人間、正問子規
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事業名 期日 ・参加入数 ・会場 講師及 び内容 事 業名 期日 ・参加人数 ・会場 講師及 び内 容

8月29日 約 200名 映画 「衝動殺人息子よ」
名画鑑賞会

公民館ホーノレ (監督木下恵介)

11月7日 約 150人 評論家 百目鬼恭三郎
講 演 会

市役所8階 「読書人 ・読むべし」

12月5臼 約 100人 時代風俗研究家 喜多川周之 第一小学校地域 3月8日 約200名 映画 「ほめてよい ζとわるいとと」

映画会と懇談会 公民館ホーノレ 「大人十てなれ向若者たち」
講 演 会

公民館教室 江戸文化走馬燈

3月23日 約 250名
名画鑑賞会

映画 「演をたらした神」

(幼地域講演会 福祉会館 (原作吉野せい)

八雲台地域 11月2日約 300人 |作家 高史明 戦争と平和を 7月26日 約 100人 映画 「子どもたちの昭和史」 と講演

講演会 |八雲台小学校 子どもの心と悩みをどうとらえるか 考える会 公民館ホーノレ

(3) 講 座 ・講習会

教育講座 6月22日 約 130人 篠ノ井旭高校名誉校長 若 林 繁 太
3.図書館まつり(第 13回 )

第 1 回 市役所8階 子どもを知る、自分を知る 事業名 期日 ・参加人数 ・会場 講師及 び 内 容

教 育 講 座 6月26日 約 1却 人 横浜市立大学教授 伊 藤 隆 二 2月2日 約 300人 映画「いたちのともPうたJ (原作松谷みよ子)
子ども映画会

第 2 回 市役所8階 息子をエリート族Kするな 公民館ホーノレ 「大空K生きるJ (原作 篠 鳩十)

11月9・16日各 50人 詩人 工 藤 直 子
児童文学講座

市民センタ ー 詩のたのしみ

2月2日 約 400人 映画 「故郷」
名画鑑賞会 (監督 山田洋次)

公民館ホーノレ

手袋人形 1月17日 約 20人 人形創作家 三 木 和 子 2月5日 約 150人 哲学者 ・詩人 串田孫一
座 談 会

講習会 図書館 「テョキミミうさぎ」の人形の製作 福祉センタ ー 光の五線譜( r光の神話」を中心VC)

2月9日 約 150人 作家 三浦哲郎
著者を囲む会

(4) 映画会 市役所8階 「白夜を旅する人々」

2月15日 約1，000人 「度 」 (原作 ロベーノレ ・トマ 演出 高橋
特別観康1J会

第一小学校地域 8 月29 日 約 500人 映画「べっかんと鬼J (原作さねとうあきら)

子ども映画会 公民館ホーノレ 「卜ンデモネズミ大活躍J (原作ギャリコ) 福祉会館 昌也主演 山本学、大空真弓ほか)

2月16日 約 130人 国際政治学者 =好 イ彦
時局講演会

夏休み子ども 8 月29 日 約200人 映画j rべっかんと鬼J (原作さねとうあきら)

映画会 公民館ホーノレ 「トンデモ不ズミ大活蝉J (原作ギャリコ) 福祉センター 今年の世界情勢と日本外交

L..--. 
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事業名 期日・参加人数 ・会場 講師及 び内容

第 13回 2月19日 約 190人 飯田龍太、井沢正江、方日倉井秋を、鷹羽狩行、

市民句会 福祉センター 細見綾子、山口青郁、鷲谷七菜子の選評と俳話

2月初日 約 200人 声優 白坂道子、 アナウンサー 中西龍
朗読の会

福祉会館 語りの美学 ・風吹くまま K

児童文学 2月22 日 約 100人 童話作家 あまんきみ ζ

講演会 福祉センター 「童心浄土」私の作品

第 12回 2月24日 約 60人 片山貞美、小暮政次、宮地伸ーの選評と講話

市民歌会 福祉センター

2月26日 約 50人 詩人吉増剛造、 作 家 青 木 健
詩 作 対 談

福祉センター 詩作をさぐる声をさぐる

3月2日 約 120人 文芸評論家 久保田正文
文 芸 講 演 会

福祉センター 文学のいのちを育てるもの

作家の 2月1日 - 18日 図書館を訪れた作家、評論家等の横顔と筆頗を公

筆蹟 ・横顔畏 西友調布庖 闘し、図害館活動の歩みを展示。

2月13日 - 20日 日頃の創作作品を一堂K展示し、多くの人と鑑賞
俳句 ・短歌畏

公民館 した。(俳句 ・短歌サークノレ会員)

2月19日 - 28日 本の装中東家として定評のある司修氏の原画と装隙
司 修 の 世 界

中央館 と作品を展示し、本の魅力を探る。

2月20日-3月5日 日本画技法を学ぶ4サークノレが一堂K会し、一般
日 本画 畏

K展示した。(指導 田中与之子)
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4.調布ブ ッククラブ

図種館と図書の利用を促進し、図書では得られない作品の背景や著者の思想やその形成を採

るため、各地の文学史跡を訪れる文学散歩は、参加者の高い学習意欲と連帯に支えられ、図書

館を学習の場とする、自主的な市民のサークノレを数多く生みだした。 ζれらの独立した読書会

や研究会は開かれた市民の学習、創造の場となる知的共同体の実現を目的K連繋し、昭和48年

2月例調布ブ y ククラブ"が発足した。現在、 「読むζとJ r書くとと」そして「どう生きる

かを考える」をテーマKサークノレ活動、情報交換、相互研修を通して、幅広い活動を展開して

いる。当初、図舎館の援助が大きな役割を果たしていたが、現在では市民の自主的な活動が盛

んになP、自由な生涯学習の場として定着しつつある。なお、昭和59年度末の会員数は 729名

である。

(1)事 業

事業名 期日・参加人数 ・会場 講師及 び内容

4月27日 約 30人 講師 山口清次郎
公開名作読書会

中央館 「杢この世界」 (笠原浮著 )

6月8日 約 30人 講師 山口清次郎
公開名作読書会

中央館 「坑夫」 (夏目激石著)

8月24日 約 30人 講師 山口清次郎
緑話公開読書会

横浜銀行 「秀吉と利休」 (野上弥生子著)

9月12月 約 30人 講師 遠丸 立
公開互葉読書会

若葉分館 「出発は遂K訪れず」 (島尾敏雄著)

10月12日 約 30人 講師 山口清次郎
公開合同読書会

「杏子」中央館 (古井由吉著)

12月14日 約30人 講師 山口清次郎
公開合同読書会

中央鎗 「地唄」 (有吉佐和子著)

2月8日 約 30人 講師 山口清次郎
公開合同読書会

中央館 「なまみと物語J (円地文子著)

3月13日 約 40人 講師 遠丸 立
公開合同読書会

若葉分館 「雁の寺他」 ( 7Jくよ勉著)

勺
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事業名 期日 ・参加人数・会場 講師及 び内容
(2) サークノレ

座談会 6月20日 約 100人 シナリォ作家 杉山義法
付) 読書グノレープ

第 1 回 市役所8階 シナリオの世界
グループ名 定例日 ・会場 講 日市 内 廿..b 

座 談会 7月6日 約 150人 思想家石川 洋、 画家南 正文
第1木曜日 午前 社会教育指導員 近 ・現代の小説を中心K 読書会

第 2 回 福祉センター 分ち合う心、たとえ両手がなくとも
あすなろ読書会

中央館 池田努 を行った。

たきおん 5月13日 約 30人 文芸評論家 青木 健
第 2木曜日 午前 指導 小説・評論 ・短歌 ・俳句・文学

公開合評会 市役所8階 文コ士民詰同~'、 「たきおん 13号」
柏 読 書 会

中央館 萩原祥 = 論等幅広〈読書会を行った。

たきおん 11月11日 約 30人 文芸評論家 青木 健
第2金曜日 午前 指導 近 ・現代の小説を中心K 読書会

公開合評会 市役所8階 文芸誌 「たきおん 14号」
名作読書会

中央館 山口清次郎 を行った。

4月17日 約2.000人 映画 「細雪」 (原作谷崎潤一郎)
名画鑑賞会

福祉会館

第 3火曜日 夜間 シェ ークスピアの作品を中心K
読書会夜行列車

中央館 読書会を行った。

親子映画 7月25-26日 計 6回 映画長編アニメ「はだしのグン」
第1・3水曜日午後 年間のテキスト K 源氏物語を選

鑑賞会 約4千人福祉会館 (原作中沢啓治)
若菜読書会

若葉分館 び読書会を行った。

鎌倉能 6月15日 約1.000人 育E 「隅田川」
第 1土曜日 午後 かげろう日記と枕草子を読み読

団体鑑賞会 福祉会館 狂言 「鎌腹」
古典文学を読む会

若葉分館 書会を行った。

心の歌と 12月25日 約 200人 日本の童謡 (指導大内寿恵麿)
第2・4金曜日午前 指導 小説 ・随筆・短歌 ・俳句・文学

飢餓の集い 福祉センター 映画 「東アフリカの飢餓」
若葉読書会

若葉分館 萩原祥三 論等幅広く読書会を行った。

6月20日-7月10日 日本画創作4サークノレ合同の色紙展

緑蔭日本画展
西友調布庖 (指導 田中与之子)

第 4水催日 午前 社会教育指導員 近 ・現代の小説を中心K 読書会
ふたば読書会

若葉分館 池田努 を行った。

10月21日-11月12日 日本画創作4サークノレ合同の展示
秋麗日本画展

西友調布庖 (指導田中与之子)

第2水曜日 午前 社会教育指導員 近 ・現代の小説を中心K 読書会
七 宝読書会

富士見分館 池 田 努 を行った。

第 3木曜日 午前 社会教育指導員 近・現代の小説を中心K 読書会
とだま読書会

富士見分館 池田努 を行った。

第 3木曜日 午後 指導 小説 ・随筆 ・短歌 ・俳句・文学
針布読書会

神代分館 萩原祥三 論等幅広く読書会を行った。
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グループ名 定例日・会場 講 師

第2木曜日 午前 社会教育指導員

白鳥読書会
神代分館 池田努

第 1 木曜日 午前 指導

か り ん の 会
緑ク丘分館 萩原祥三

第 4水曜日 午前 指導

緑ク丘読書会
緑ク丘分館 萩原祥三

第 1 火曜日 午前 社会教育指導員

やまなみ読書会
深大寺分館 池田努

第2火曜日 午前 指 導

宮の下読書会
宮の下分館 萩原祥三

第 3火曜日 午後 社会教育指導員

っくし読書会
多摩川地区 池田努

第 4火曜日 午前 指導

木 犀 読 書 会
柴崎 地 区 萩原祥三

第 2火曜日 午前 社会教育指導員

芙 蓉 読 書 会
国領分館 池田努

第4臼曜日 午後

S Fを読む会
中央館ほか

(吟研究グループ

第 3木曜日 午後 近代文学研究家

激石文学研究会
横浜銀行 織田保夫

現代作家研究 第 2水曜日 午後 詩人 ・文芸評論家

互薬会 若 葉 分 館 遠丸立
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内 R廿』 グノレープ名

近 ・現代の小説を中心K読書会
万葉集を読む会

を行った。

レポーターを決め、社会問題等 赤彦・茂吉を

Kついて読書会を行った。 読む会

小説 ・随筆 ・短歌・俳句 ・文学
聖書を読む会

論等幅広く読書会を行った。

近・現代の小説を中心K読書会
仏典K親しむ会

を行った。

小説・随筆・短歌・俳句・文学
今昔物語の会

論等幅広く読書会を行った。

近 ・現代の小説を中心K読書会
民 話 研 究 会

を行った。

小説 ・随筆 ・短歌・俳句・文学
朗読奉仕語りの会

論等幅広く読書会を行った。

近・現代の小説を中心K読書会
柳田国男を読む会

を行った。

SF作品をテキスト K読書会を
歎異抄K学ぶ会

行った。

論語を読む会

激石の書簡集、日記、論文など

を中心K人と作品背景考察 付 創作グノレープ

現代の代表的作家の作品を中心
火曜句会

K人と作品を考察した。

定例日・会場 講 師

第 3土曜日 午後 国文学者・歌人

第百生命 片山貞美

第3木曜日 午後 歌人

横浜銀行 宮地伸一

第 4水曜日 午前 立教女学院教授

中央館 秋吉輝雄

第 1 水路日 午前 指導長谷瑞英

市内寺院 指導本多慈昭

第 1 金曜日 午後 児童文学者

横浜銀行 西本鶏介

第3金曜日 午前 児童文学者

横浜銀行 西本鶏介

第2・3木曜日夜間

中央舘

第 3金曜日 午後 指導

中央館 萩 原 祥 =

第4木曜日午後 作家

横浜銀行 高史明

第 4木曜日 午前 指導

中央館 森正克

第 2火 曜 日 午 後 |指導

神代分館 緒方桔業
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内 容

古典文学の代表的作品である万

葉集を読み深める。

初年度は島木赤彦の人と作品を

考察し言葉を探った。

聖書を歴史的、宗教思想史的観

点から学習した。

仏典と日常生活の関!J VCついて、

法句経、法華経を学習

近代 ・現代作家K影響を与えて

いる今着物語を学ぶ。

郷土の伝統、昔話から聞き書き、

調布の創作民話を掘起す。

自の不自由な人のための朗読テ

ープの作成と技術の学習

柳田国男の作品を通し、思想

文学、芸術、民俗学を学習

日本の古典である、親鷲の「歎

異抄」の解釈を中心K学ぶ。

世界的な古典である論語の素読

を通し解釈する。

俳句創作と合評



グループ名 定例日 ・会場 講 師 内 n廿-

第 4 水曜日 午後 職員 俳句創作と合評
水曜句会

若葉分館 金沢敬

第 2水曜日 午後 職 員 俳句創作と合評
((1tLすい)句会

横浜銀行 金沢敬

第 1 木曜日 午後 指導 俳句創作と合評
木曜 句 会

公民館ほか 岡田信成

第 2木曜日 午後 職 員 俳句創作と合評
二木句会

横浜銀行 金沢敬

第 2金曜日 午後 指導 俳句創作と合評
金曜 句 会

公民館ほか 原因走日朗

第 2金曜日 午後 職員 俳句創作と合評

みずき句会
横浜銀行 金沢敬

第 3 金総日 午後 職員 俳句創作と合評
僅 ら 句 会

横浜銀行 金沢敬

第 3 ・4木曜日午後 指 導 俳句創作と合評
たっくり句会

公民館ほか 原田走日朗

第 1 火曜日 午後 指導 俳句創作と合評
つつじク丘句会

岡田宅 岡田信成

第 4 土曜日 午後 指導 俳句創作と合評
合同句会

公民館ほか 斎藤杏子他

第 2土曜日 午後 指導 俳句創作と合評
風舎句会

市民センタ ー 若月瑞峰

第 4 日曜日 午前 歌人 短歌創作と合評
育 燦 歌会

公民館ほか 小暮政次

グル ー プ名 定例日 ・会場 講 自市 内 H廿， 

第 4日曜日 午後 国文学者 ・歌人 短歌創作と合評
径 歌 会

公民館ほか 片山貞美

第 3金曜日 午後 国文学者 ・歌人 短歌創作と合評
7. 1 < 嶺歌会

公民館ほか 片山貞美

第 2月曜日 午後 指導 短歌創作と合評
からすうり歌会

羽入宅 板橋久輔

第 4金曜日 午前 戦員 短歌創作と合評
福寿草歌会

神代分館 金沢敬

第1・3火曜日午前 詩人 生活K根ざした文章の創作を学
綴り方サークノレ

神代分館 菅原克己 習した。

第 2日曜日 午後 作家 文芸作品を創作し、文芸誌「た
た き おん

公民館ほか 青木健 きおん」を発行 した。

第 3木曜日 午前 職員 小説 ・短歌 ・俳句などの創作と
み ち 〈 さ

決大寺分館 金沢 敬 合評

(司 絵画グノレープ

第1・3土曜日午前 指導 日本画の創作K ついて、基礎か
朱 彩 45; 

中央館ほか 田中与之子 ら学び、作品を発表した。

第1・3土曜日午後 指導 日本画の創作K ついて、基礎か
碧 彩 会

公民館ほか 田中与之子 ら学び、作品を発表した。

第1・3火曜 日午前 指導 日本画の創作について、基礎か
彩 雅 45; 

中央館 田中与之子 ら学び、作品を発表した。

第1・3火催日午後 指導 日本画の創作Vてついて、きHiをか
彩 媛 会

公民館ほか 田中与之子 ら学び、作品を発表した。

円

4
凸
w
d
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制その他

グループ名 定例日 ・会場 講 師 内 容

第2木曜日 午前 NHK ラジオ「古典講読」の放
古典講読の会

中央館 送を聞き学習会を行った。

6月11日-12日 西村山郡西川町 "岩根沢の丸山蕪の「北国」
文学散歩同好会

山形県西川町他 職員 茂吉の最上川と出羽の山々"

9月17日-18日 指導 " 会津若松の露伴 ・虎彦と利一、

福島県会津若松他 谷津寛城 義秀の猪苗代糊磐梯山 "

11月26日-27日 軽井沢町立 " r千曲)11スクァテ」の藤村と
図書館長

長野県小諸他 岡部忠英 別所の白秋、上回自由大学 "

3月11日-12日 指導 tt r海のほとり」の龍之介、芙

千葉県御宿他 小高倉之助 美子の一の宮 "

以上宿泊分の他K

都内日帰り 8回

近県日帰り 6回
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5.地域文庫

市内親子読書グノレープ(長流文庫)

文 庫 名 代 表 者 地域 担当 館

あじさい文庫 多摩川 中 央 館

YWCA国領 国領 町 国領分館

国領おはなし会 染 地 11 

つつじ文庫 西つつじ つつじク丘分館

たんぽぽ文庫 深大寺町 深大寺分館

深大寺水ょうおはなし会 深大寺町 11 

相 愛 文 庫 深大寺町 l 11 

しゃぼん玉文庫 飛田給 宮の下分館

ばたほん文庫 染 地 染 地 分 館

すぎな ( B) 文庫 染 地 11 

ふたば文庫 染 地 l 11 

市内K点在する文庫は 11団体である。大規模な地域文庫は、分館整備Kともなって発

展的解消を遂げ、現在の各文庫の多くは家庭文庫といえよう。

小規模ながらも幼児を中心としたとれらの文庫は、図書館とは一味違うアット ホームな

雰囲気で、熱心な市民の運営K よって支えられている。

図書館側からは、図書の貸出のみに終らず、情報の提供・ お話し ・本の読み聞かせ等を

行ない、積極的な協力を続けている。

文庫への働きかけ

① 長流文庫連絡会…・・年二回開催、文庫 ・図書館の意見交換

② 文庫だよ P…・一年普回発行、本の紹介 ・文庫の現状等を掲載

③ 手袋人形講習会・…・・年一回開催、59年度はちょき耳 うさぎを製作

④ 児童文学講座 ・講演会等のお知らせ・ … 図書館主催事業を優先的K 通知
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V1JI視聴覚 ライフ ラリー
視聴覚機材・教材月別利用状況 表〔咽- 2 ) 

(2) 16ミリ発声映写機操作講習会

映写機の基礎的な構造の理解と機械操作技術の修得並びK フィノレムの安全利用tてついて学

習し、地域Vておける視聴覚教育活動、特K 映画会等の普及K 役立つ ものとした。

講習会日程①6月26日-30日②8月2日-7日 計2回修了者 59名。

(3) 16ミり発声映写機検定

映写機及びフィノレムの安全利用のため、学校、事業所等各団体の所有する16ミリ映写機の

機能点検を実施した。なお、新規購入の映写機Uてついては、随時実施した。

監トヱ4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 保有数

16 ミリ映写機 14 11 14 28 15 14 20 16 16 7 8 22 185 9 

8 ミリ映写 機 O O 2 O O 。O 1 。1. 1 O 5 4 
スライド映写機 。6 5 1 O 3 3 9 8 1 2 2 40 7 
Q. H. P‘ 

(多 ーパーヘッド) 。O 3 3 O 2 1 6 2 O 1 3 21 2 
ロジェクター

スク リ ー ン 3 9 7 12 4 7 9 8 5 O 9 15 88 8 

暗 幕 17 7 1 16 。8 11 20 20 5 6 23 134 6 
16ミリフィルム 23 33 41 83 58 39 67 44 64 19 28 57 556 244 

スラ イドフィノレム 2 9 7 2 2 5 1 19 16 4 1 4 72 261 
」

視聴覚 ライブラリ ーは、市民生活K 密着した視聴覚教育活動の普及と充実を図るため視聴覚機

材及び教材を整備し、次の事業を行った。

1. 事 業

(5) 地域Kおける映画会等視聴覚活動の指導 ・援助

映画会等の開催、フィノレム選定K関する相談等、地域の視聴覚活動の窓口として、指導援

助K 努めた。

16 ~.リ映".. 

(1) フィルム選定会

視聴覚教育活動の啓蒙と視聴覚機材及び教材の利用促進を図るため、新規購入フィノレムの

選定試写会を行った。同時K、視聴覚ライブラ リー の運営及び機材整備等Kついて意見を聞

いた。

視聴覚機材・教材年度別利用状況 表〔咽-2)

検定日 7月4日-7日 検定台数68台
500 

(4) フィノレム試写と研修会

毎月 1 回、新着フィノレム等ライブラリーの所蔵するフィノレムを試写紹介し、地域ゃ各事業

所の映画会のためK 利用案内を行った。また同時K 、長期間映写機の操作をしていない講習

会修了者等を対象K 操作実習の研修会を行い、視聴覚機材 ・教材の利用促進と安全利用K 努

tJtf網島

.00 

めた。 16:'IJ7.̂，ム

300 

200 

2.視聴覚機材・教材の利用状況 表〔 四一2J 
スライドフ.~~

今年度の利用状況の中で最も貸出が多いのは、 16ミリフィノレムであるが、さらK月別K統計

を追ってみると、最も利用が多いのは 7月である。とれは、地域の子供映画会等が数多〈企画

されるためである。また、年度別の統計は、 16ミリフィノレム貸出の伸びK 比較して、 16ミリ映

写機の貸出は、ほとんど伸びていない。とれは、小中学校等各施設や事業所I'L 16ミリ映写機が

普及したためと考えられる。また、 8ミリ映写機貸出の減少はビデオ機器の普及が理由として

考えられる。

'00 

8ミ'11現可制.

柑叫 50 51 52 日制 5S 56 57 謁 59

au 
Q
d -97-



区 そ の 他

1.将来計 画

図書館の建設は調布市の長期計画K基いて進められてきた。基本的Kは、下記の三原則を

満たす分館配置をする ζとK よって、市民のだれもが図書館を気軽K 利用できるよう K する

ととKある。

(1) 人口 2 万人K一つの図書館

(2) 半径 800メートノレK一つの図書館

(3)二つの小学校区K一つの図書館

との ζ とUてよ D、現在 11 の図書館(中央館息分館⑬)が活動をしており図書館分館

網の整備Kついては、 57年度佐須分館の開設Kより初期の目的は一応達成された。

しかし、市内全域をみた場合、長期計画策定後の人口動態の変化や生活動線等社会的変化

K よって、地域K おける格差が生じてきている、 ζれらは当初の計画を見直し図書館サービ

スの均衡をはかるよで欠落している地域への具体的施策を検討していかなければならない。

(新中央館構想 )

昭和41年現中央館設置以来20年の月日が経過しようとしている。その間市内各地Kは分館

が建設され、その数は10館を数える。蔵書数tておいても昭和59年末 34万冊K 達し、登録者

数は約4万2千人、貸出冊数は約 70万冊K及んでいる。 ζの様な状況Kあって各分館の中

枢機能を果たすべき現中央館は規模その他あらゆる面で限界を越え、一分館的機能しか果し

えず図書館活動の全ての面で支障をきたしている。

従って、早急K 近代的な設備をととのえた新中央館の建設K 着手する必要があり、昭和60

年度からスタートする調布市第三次基本計画の中Kζ の計画は組み ζまれ、具体的K 歩き出

す準備をすすめている。

新中央館の概要 ( 案 )

各 室 名 称 床面積 概 要

(地階)

閉架書庫 330 固定式積層書架、電動式集密書架

団体貸出室 1 00 団体貸出用図書

視聴覚ホーノレ 200 集会室兼用映写室を含む

読書会室 60 

団 体 室 40 

oo 
Q
d 

各室名称 床面積 概 要

機 械 室 200 

そ の 他 290 階段、エレベーター、 トイレ、ホール等

計 1，220 

( 1階 )

開架書架室 1. 100 閲覧、新聞 ・雑誌、目録、カウンタ一等を含む

児 重 室 200 

児童資料室 50 児童図書研究資料

貸出準備室 40 

玄関ロビー 100 喫煙コーナ、 公衆電話、 談話

そ の 他 260 

計 1，750 

( 2階 )

レフ 7レンス室 530 レファ νンス室用図書、書庫を含む

ハンディキャァプザ」ピスコーナー 150 録音室、対面朗読室を含む

お はなし室 40 

展示ホーノレ 150 多目的ホーノレ

事 務 室 300 印刷、ロ y カ一、倉庫等を含む

視聴覚作業室 70 フィノレム、機材の修理、利用、保管

会 議 室 50 

そ の 他 240 

計 1. 530 

d口~ 計 4，500 

G.L 
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2.貸出制度と開館時間

調布市立図書館館則〈抜粋〉

(個人貸出)

第9条 館長は、図書資料を個人K貸出すととができる。

2. 図書資料の個人貸出しを受けようとする者は、個人登録票Kよらなければなら念い。

3. 個人登録票は調布市内K住居を有し、又は調布市内K通勤・通学している、身元確

実在者K 対し、本人の請求K よb とれを交付する。

4 個人登録票の有効期聞は 1年とする。

5. 個人登録票は貸与若し〈は譲渡してはならない。貸与され、若し〈は譲渡され、ま

たは紛失届の出された個人登録票は無効とする。

6. 個人貸出しの出来る図書資料は原則として 2冊(部・種)とする。

7. 図書資料の貸出期聞は14日以内とする。

8. 個人貸出しを受けようとする者K対する個人登録票は各館どとK交付する。

(団体貸出)

第10条 図書資料の団体貸出しを受けようとするものは、団体登録票K よらなければならない。

2. 団体登録票は社会教育団体、官公署、会社、学校等の代表者の申請KよD館長が審

査の上適当と認めた場合K 交付する。

3. 団体登録票の有効期間は 1年とする。

4 館長は、図書資料の団体貸出しを受けた機関、又は団体の代表者K対しその利用状

況十てついて報告を求める乙とができる。

5. 同時に団体貸出しのできる図書資料は原則として 100冊(部・種)以内とする。

6. 同ーの図書資料の団体貸出期聞は 3箇月以内とする。

図書の貸出冊数K ついては、現行 1 人 1 回 2 冊という制眼であるが今後更K 検討し、早い機

会十て増冊していく方向である。
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月

開 館 時 間 と 休 館 日

館 名 開 館 時 間 休館 日

日曜日 10時30分 - 17時30分

中央館 火・土曜日 12時00分 - 19時00分

7.l<・木・金曜日 12時00分 - 17時30分
月 曜 日

毎 日
第 3日曜日

13時00分 - 17時00分

分 館 ただし若葉分館は
第4金曜日

日曜日のみ 10時30分 - 17時00分
L一一

※ 休館日はとのほかK 由民の祝日 (ζ の日が月曜日の場合は翌日)

年末年始

臨時休館(その都度お知らせする)

各館の開館時聞は、月IJ表のよう K 曜日 K よって異なっている。

中央館の場合は、週2回(火曜・土曜)夜間の利用者への配慮から開館時間を 1時間30分

延長している。

又、日曜日Kついては、午前中からの利用Kそなえ、中央館・答案分館は、平常の開館時

聞を早やめ、午前10時30分から開館している。

今後の課題として、新中央館の開館を機K中央館の開館時間の延長を検討していく必要が

ある。

開館日数と開館時間

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

主旦き 22 
23 
24 
24 25 22 23 23 22 

20 21 
24 

日
(13) (16) (15) (18) 273 

中央鎗 83.5 143 150 159 189 137.5 144.5 141.5 137.5 130.5 151. 5 
時苛

125 1，692.5 

各 @ 88 92 64 96 100 88 92 92 88 (8690 1 
84 96 

時間

(72) 
1，060 

分

館 @X9館 792 828 576 864 900 792 828 828 792 700 744 864 8，508 時苛

若葉分館 89.5 93.5 65.5 98 101. 5 89.5 93.5 93.5 89.5 81. 5 85.5 98 1， 079 時苛

三;
253 

ィ;
264 

~5 
242 253 253 

~ 仏;
228 z 陀奇言十 ~ ~ ~ ~ φ; 必;

(剖 4月一中央館、 6月一分館の曝書Kよる臨時休館を行う。また、 1-2月tてかけて染地分館

床張替工事K よる臨時休館を行った。→該当館で示す。
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読書案内及び読書相談K 関するとと。(3) 織組営運3. 

読書会、研究会、講演会、映写会、鑑賞会等の開催及び奨励K 関するとと。(4) 図書館運営K関する条例・規則は次のとおPである。1. 

郷土資料K 関するとと。(5) 調布市立図書館設置条例(昭和 41年3月30日条例第10号)(1) 

図書室の利用並びに管理K関する ζ と。(6) 調布市立図書館館則(昭和 41年3月30日教育委員会規則第 1号)(2) 

図書資料の相互貸借K闘するとと。(7) 調布市立図書館処務規程(昭和 41年3月30日教育委員会規則第1号)(3) 

調布市立図書館職員の勤務時間 ・休憩時間等K関する規程(昭和 41年4月16日教育委員

会規程第4号)

(4) 

昭和60年3月31日現在

図織組

( )内は事務職員数

O 内は司書数

教

育

委

員

会

調布市視聴覚ライブラリー設置規則(昭和 45年11月11日教育委員会規則第5号)

調布市視聴覚ライブラリー運営要綱(昭和 45年11月1日教育委員会要綱)

(5) 

(6) 

調布市立図書館録音テープ図書貸出要綱(昭和 56 年 7 月25 日教育委員会要綱第 3 号)(7) 

調布市立図書館協力員の設置および勤務K関する内規(昭和 50年4月1日教育委員会内規)

調布市立図書館集会室使用基準(昭和 57年9月1日教育委員会基準)

調布市立図書館処務規程 〈抜粋〉

館K 次の係を置c

係務庶

( 係の設置)

) 1 ( 

第 2条

(8) 

(9) 

庶

務

係

長

事

業

担

当

主

査

係書図(2) 

図(分掌事務)

書各係の分掌事務は、次のとな b とする。第 3条

係係務庶

長公印の保管K 関するとと。) l ( 

文書の収受、発送に関するとと。(2) 

(1) 

警

備

員

自

動

車

運

転

庶

務

担

当

庶

務

係

(1) 

視

聴

覚

担

当

事

業

担

当

図

書

係

① 
施設、設備の維持管理K 関する ζ と。(3) 

(1) 
①(1) (1) 

(1) 

① @ 

佐染若富緑宮神深つ国中

士クの 大つ ; 
須地薬 代じ領

見丘下 寺ク 央
分分分 分丘分

分分分 分分

館館館館館館館館館館館

:③③⑤③ @③③③②③⑤ : 

企画運営統計及び調査に関するとと。

その他、他係に属さない事項K 関するとと。

関係各機関との連絡に関するとと。

予算の編成及び執行K 関するとと。

館内の取締.Tt'L関するとと。

(4) 

(8) 

(5) 

(6) 

(7) 

係

図書資料並びκ視聴覚資料の収集、整理、保管及び利用 K 関する ζと。

書

) l ( 

図

整本及び修理K 関するとと。(2) 
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年度別職員数の推移

年度 名誉館長 館 長 副館長 事務 中央館司書 分館司書

41 1 (兼) 1 2 2 

42 l 1 2 4 

43 1 1 3 4 

44 1 1 4 4 2 

45 1 1 4 4 4 

46 1 1 3 4 8 

47 1 1 5 5 10 

48 1 1 5 6 10 

49 1 1 6 5 18 

50 1 1 1 7 5 20 

51 1 1 1 7 6 20 

52 1 1 1 7 6 22 

53 1 1 1 7 6 23 

54 l 1 7 6 24 

55 1 1 7 6 27 

56 1 1 8 6 27 

57 1 1 6 8 30 

58 1 6 8 31 

59 年度 職 員 配 置 内 訳

管理職 係 長 事 務 司 i電-

中 央 館 1 3 4 7 

国 領 分 館 3 

つつじケ丘分館 2 

深大寺分館 3 

神 代 分 館 3 

宮の下分館 3 

緑ケ丘分館 3 

富士見分館 3 

若 葉 分 館 5 

染 地 分 館 3 

佐 須 分 館 3 

i口~ 計 1 3 4 38 

※ 事務とは司書以外の一般職員

※ その他とは協力員、委託要員、嘱託、社会教育指導員等
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その他 言十

1 7 

1 9 

2 11 

2 14 

2 16 

2 19 

3 25 

4 27 

6 37 

8 43 

7 43 

6 44 

8 47 

8 47 

8 50 

7 50 

7 53 

8 54 

(昭和 60.3.31) 

その他 言十

6 21 

3 

2 

3 

3 

3 

3 

1 3 

1 6 

3 

3 

8 54 

調布市視聴覚ライフラリ ー運営要綱

第 1章総則

(目的 )

(昭和 45年11月1日)
教育委員会要綱 ノ

1. との要綱は、調布市教育委員会規則K基っき、視聴覚ライブラリーの運営Kついて必要な事

項を定める ζとを目的とする。

(事業 )

2 調布市視聴覚ライブラリー(以下調布市 AVLという)の事業は、おおむね次の事業とする。

(1) 視聴覚教材、機材を収集、整理、保管し、その利用を図るとと。

(2) 詞布市AVLの利用及び視聴覚教材、機材の利用K関し調査研究及び指導を行なう ζと。

(3) 試写会、鑑賞会、講習会、研究会等を行なうとと。

仏) 16ミリ発声映写機の登録を行なう ζと。

信) その他、前項K 規定する設置g 的達成K 必要な事業を行なう ζと。

(職員 )

3. 調布市AVL(tL次の職員を置く。

(1) ライブラリー長を置く。

包) 運営K必要な専任職員を置く。

(職員の資格)

4. ライブラリー長は、調布市K属する主管課長の職Kあるものをもってあてる。

(幼 その他の職員は、当該主管諜の職員が ζれKあたる。

(職員の職責)

6. ライブラリー長は、調布市AVLの事務を掌P、所属職員を指揮監督する。

(2) その他職員は、 ライブラリー長の命をうけ、調布市AVLの事務K従事する。

第2章貸し出し

(対象 )

7. 視聴覚機材、教材の貸し出し(以下貸し出しという)は

(1) 市内の幼稚園、保育園、小・中学校

(2) 社会教育関係団体、その他公機関および、公機闘の関係団体とする。

(3) その他、ライブラリー長が適当と認めたもの。ただし、営利を目的とするものKついては

貸し出しを行なわない。

(範囲 )

8 貸し出しは 1 回の申込みK ついて次の範囲とする。ただし特別の理由の認められる場合はと
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の限りでない。

(1) 期間、貸し出しの日より 3 日以内

(2) 貸し出し品目及び制限数Kついては別表のとおりとする(略)

( 方法 )

9. 貸し出しを受けようとするものは、あらかじめ連絡し、 3目前までK篠式第 1号の「視聴覚

教育教具、教材借用申請書」を提出するとと。

(機材操作等 Kついて)

10. 16ミリ映写機ならびVL16ミリ映画フィノレムの操作をするものは16ミリ発声映写機操作講習会

修了証の所持者もしくは、教育委員会の実施する一定の講習を受講し、技術検査K合格したも

のとする。

(転用の禁止)

11.貸し出し機材等は転貸ししてはならない。

(使用料)

12.貸し出しKついては全て無料とする。ただし、利用者が貸し出し機材等を亡失し、または毅

損した場合Kは現品または金銭をも って賠償さする ζとができる。

(貸し出しの禁止)

13.貸し出しを受けたものが教育委員会の諸規程K違反した場合は以後そのものの申込みK対し、

とれを拒否する ζとがある。

(is納及び報告)

14.貸し出しを受けたものは貸し出し期間内K線式第2号「視聴覚教育機材利用報告書」又は様

式第3号の「視聴覚教材利用報告書」を添えて返納しなければならない。

(2) 貸し出しを受けたものは、返納と同時K 機材、教材の異常の有無Vてついて報告しなければ

ならない。

(施行 )

15 ζの要綱は、回和 45年 11月1日より施行する。
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調布市立図書館録音テープ図書貸出要綱

第 1 目的

(昭和 56年 7月 25日‘

教育委員会要綱第 3 号ノ

との要綱は、一般出版物のままでは図書資料を利用できない者K 教養、調査、レクリェー

ション等K係る聴覚資料(以下「録音テープ図書」という。)を貸し出すととによ b、図

書館利用の拡大を図る ζ とを目的とする。

第 2 対象

録音テープ図書の貸出を受けるととができる者(以下「利用者」という。)は、次の各号

のーに該当するものとする。

(1) 視覚障害者

(2) 寝たき b 老人

(3) 重度の肢体不自由者

(4) 前各号に掲げるもののほか、図書館長が適当と認めた者

第 3 利用方法

録音テープ図書の利用方法は、調布市立図書館館則(昭和 41年調布市教育委員会規則第1

号)第 6条、第 9条&び第 10条の規定の例Kよる。ただし、図書館長が特に必要があると

認めたときは、との限bでない。

2 第 2第 1号陀規定する者の利用方法は、郵便法(昭和 22年法律第 165号)第 26条第 1項

第 3号の規定Kよb、差し出すととができる。

第 4 損害賠償の義務

利用者は、録音テープ図書の利用に際し、当該録音テープ図書を故意又は重大念過失K よ

D 、亡失又は著し〈汚損若し〈はき損した場合は、現品又は相当の代価をもって損害額を賠

償しなければならない。

附則 との要綱は、昭和 56年 8月1日から施行する。
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調布市立図書館集会室使用基準
L昭和 57年 9月I臼)
教 育 委 員 会 基 準

第 1 ζの基準は、調布市立図書館集会室(以下「集会室」という。〉の使用 K ついて、必要念

事項を定めるものとする。

第2 集会室の名称及び収容人員は、次のと主ゆとする。

名 称、 収容人員

調布市立図書館深大寺分館集会室 30人

調布市立図書館神代分館集会室 3 0人

調布市立図書館宮の下分館集会室 4 0人

調布市立図書館富士見分館集会室 4 0人

調布市立図書館若葉分館集会室 5 5人

第 3 集会室の使用時聞は、休館日を除き、次のとなb とする。ただし、調布市立図書館長(以

下「館長」という。)が、特に必要があると認めたときは、 ζの限りで念い。

備考

午前

9時 30分から

12時まで

午後 夜間

1時から I 6時から

5 時まで 9 時まで

神代分館集会室及び若葉分館集会室は、夜間の使用ができないものとする。

第 4 集会室を使用しようとする者は、使用申請書(第 1号様式)を館長 K提出し、その承認を

受けなければなら念い。

2 前項K規定する使用申請書の提出は、使用しようとする日(以下「使用日」という。)の

1 月前(その日が休館日 K 当たるときは、その直後の開館日)から、使用日の前日(その日

が休館日 K 当たるときは、その前日)までとする。ただし、館長が特 κ必要があると認めた

ときは、との限b でない。

3 集会室の使用は、官公署及び市民団体並びK市民サークノレが主催する会議又は催物とし、

個人が主催する催物等は使用できないものとする。

第 5 使用の承認は、申込みの)1 頁序による。ただし、申込みが同時のときは、協議若しくは抽せ

んK ょb定める。

2 館長は、第4の申請Kついて使用を承認したときは、使用承認書(第 2号傑式)を当該申

請をした者K 交付する。
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第6 使用の承認を受けた者(以下「使用者 Jという。)が第 4の規定κょb承認を受けた事項

を変更するときは、その内容を速やかK 館長K 届け出て、その承認を受け念ければならない。

第 7 館長は、次の各号のーに該当すると認めたときは、その使用を承認しない。

(1) 公益を筈し、風俗を舌しすb それがあるとき。

(2) 営利を目的として使用するとき。

(3) 管理上支障があるとき。

(4) 前各号に掲げるもののほか、館長が使用を不適当と認めたとき。

第8 集会室の使用は、無料とする。

第9 使用者又は入場者は、係員の指示K従って、次の各号に掲げる事項を守ら左ければならな

レ、。

(1) 入場人員は、適正収容人員を標準とするとと。

(2) 施設及び設備の管理を適正K行うとと。

(3) 火気又は電熱器等を使用するときは、あらかじめ係員の許可を受け、火災予防及び事故

防止K 万全を期するとと。

(4) 集会室での飲食はしないとと。ただし、館長が特に必要があると認めたときは、との限

b でない。

(5) 館長の許可な〈、物品を販売し、又は金品の寄附募集等を行わ念いとと。

(6) 環境衛生上思わし〈ないものを持込み、又は使用しないとと。

(7) 図書館利用者及び近隣住民の迷惑となるような行為を行わないとと。

(8) 前各号K掲げるもののほか、館長が特に必要があると認めたとと。

第 10館長は、使用者が次の各号のーに該当すると認めたときは、使用の承認を取消し、又は使

用を制限し、若しくは停止する ζとができる。

(1) 使用の目的K違反したとき

(2) との基準、又は承認の条件に違反したとき。

(3) 著しく騒音又は振動若しくは臭気を発する行為があったとき。

(4) 災害その他の事故によ b、集会室の使用ができな〈なったとき。

(5) 工事その他の都合Kょb 、館長が特κ必要があると認めたとき。

第 11 第 30:規定する集会室の夜間使用については、次の各号に掲げるととろによる。

(1) 使用者は、使用日午後5時までに係員と鍵の受渡しを行うとと。

(2) 使用者は、集会室の使用を終了したときは、鍵を所定の位置へ返納するとと。

第 12 使用者は、集会室の使用を終了したときは、施設及び設備を原状に回復しなければ左らな

い。又、第10の規定Kよb 、使用を停止され、若し〈は使用の承認を取b消されたときも同
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様とする。

第13　使用者は、集会室の使用を終 でしたときは、使用報告書(  第3 号様式 ）を館長に提出しな

ければならない。

２ 「妁頂に規定する使用報告 茸は、使町終ｆ後直ちに提出するものとする。。又、夜間に使用し

た場合は、第11 第２号に規定する鍵の返納と共に所定の位置に提出するものとする。

第14　使用者ヒ、集会室の使用に際し、施設及び設備等に相方を生せしめた場合は、館長が相当

と認める損害額を賠償しなけれイならない。ただし、館長がやむを得ない理由があると認め

たときは、その額を減額し、 又は免除することができる。

附　　 則

この基準は、昭和5  7牛９月１日から施行する。

4. 事 務 分 掌 表

昭和60 乍６月１日現在



表年X 
考備名氏種職務事掌分係名係長館長

昭和 5 9 年度 のあゆみ

深大寺北町

5-6-1 

( 85 ) 3350 

書

書

司

司

深大寺分館の遼営・

管理κ関すること

深
大
寺
分
館

( :分館共通 印刷)貸出券更新1 4. 59. 

置、井出千代子、橋本京子)( ) 11端3名協力員委嘱1 

書司

中央館- 4. 20まで特別整理(曝書)10 西つつじヶ丘

1-40-2 

( 85) 0054 

書司神代分館の運営・管神

代

分

館
t 失率 3.0 係亡失図書2，182冊

害司理κ関すること館

1 名庶務係長戦員人事異動16 
書ー司係

長

新入職員(司書) 1名(増員)
上石原

書司宮の下分館の運営 ・宮
の
下
分
館

図
長

小学読書会会員募集20 3-34-10 

(86) 5798 

司ヨt
Eヨ司管理κ関すること

朗読ボランティアの集い20 書司
座

発)(太田講演会26 書司緑ク丘分館の運営 ・緑
ケ
丘
分
館

森

緑ク丘 2-25 

03 ( 3∞) 

7672 

書司管理に関すること
間

事務事業の見直し提案調布市行政改革、5. 16 書司

(山口真理子)

調布ブッククラブ世話人会

朗読講習会23 

富士見町

2-3-26 

(85)4376 

書司富士見分館の運営・富
士
見
分
館

正 30 
書司管理K 関すること

直

事務事業の見直し検討(ブロック会議)6 6. 

害司

壮

中級点訳ボランティア養成講座- 11. 15まで(延べ 10回 )7 
:ftt 
M 司若葉分館の運営 ・管克

第二次新中央館計画委員会発足9 
若葉町三位

ι」司理K 関するとと
若

業
-6.22まで富士見、染地、国領、宮の下、特別整理(曝書)12 

3-16-13 

03 (309) 

3411 

書司
分

亡失率0.56% 亡失図書589冊
ラR... 司

館

提出調布市第三次基本計画原案15 
寺そ

"" 
司

図書館だより第 104号発行「自の不自由な人々の読書環境」15 書司染地分館の運営・管
染

書

館内消毒(全館)18 
染地 3-3-1

(88)8393 
書司理K 関する ζとI也

調布ブ y ククラブ総会20 美芳
u 司分

(杉 山義法)座 談 会20 (協力 負)館

(若林繁太)第 13回教育講座22 佐須町

4-42-2 

書司佐須分館の運営・管佐

須

分

館

(伊藤隆二)教育講座26 

-6.30まで16mm1! 央写機操作講習会(午前の部)受講者 38名26 
(85)1306 

書

書

司

司

理K関するとと

7.7 第2日目

円。
唱

aa&

唱

i

(出木場茂樹)朗読講習会30 



7. 1 1 中学生通信「ぶちねと使」創刊

4 1 16mm映写機検査検査台数 68台 -7.7まで

夏休向けリスト(小学生用)発行

中学生向けリスト「中学生の君たちへ '84J発行

21 1 夏期特別開館(中央館) -8.3まで 協力:白百合女子大学

31 1 実習生受入(慶応大学 3年 2名 - 8.12まで

59. 12. 6 1 世田谷区立図書館より視察

8 1 高架下資料保存庫建設工事着工 (久保工務底)

8 1 白百合女子大学司書課程学生見学研修 60名

18 1年末特別貸出開始 - 12.27まで

図書原簿製本委託 (全館)

20 1 図書館だより第 107号発行「視聴覚ライブラリーを考えるJ

25 1 日本の心の歌とアフリカの飢餓を考える集い (調布プァククラブ共催)

59. 6. 30 1 中央大学司書課程学生見学 30名

8. 1 1 調布の民話集発干IJ (調布ブッククラブ)

2 1 16 mm映写機操作講習会(夜間の部)受講者 21名 - 8. 7まで

15 1 図書館だより第 105号発行「戦争と図書館」

60. 1. 17 1 手袋人形講習会 (三木和子)

19 1 調布ブッククラプ世話人会

25 1 染地分館床面張替工事のための臨時休館 -2.4まで

25 1 市川市教育委員会よ P視察

31 1 朗読講習会 (指田忠司)

9. 8 1 時局講演会 (佐藤藤三郎)

25 1 講演会 (山本茂貧) 2. 1 1第 13回図書館まつD開催 -3.5まで

5 1 徳島県立図書館より視察

15 1 図書館だよ P第 108号発行「本との出あいを図書館で」

16 1 和歌山市議会議員行政視察

25 1 調布市基本計画要綱( 60年度-65年度)

及び第三次基本計画主要施策計画概要 作成

26 1 実習生受入れ(東京学芸大学 3年 ) 2名 - 3. 10まで

28 1 昭和 60年度図書館活動計画策定

分館周辺道路K道案内用看板設置( 6館)

館名表示等看板作成(中央、国領、神代、若葉、佐須)

10. 11 1 茨城県巡回文庫運営協議会より視察

13 1 講演会 (大野晋 )

19 1 防火訓練

23 1講演会 (久保田正文)

31 1 図書館だよ P第 106号発行「私たちの足京王線の本」

幼年リスト編集会議発足

11. 1 I 深大寺分館地番改正 深大寺北町 5-6-1

2 I 地域講演会 (高 史明) 八雲台小学校

7 I 講演会 (百目鬼恭三郎)

9 I 第 10回児童文学講座 (工藤直子) 二日目 11.16 

17 I 朗読講習会 (市橋正晴)

30 I協力員( J 11端 澄 )退任

3. 6 1 調布ブッククラフ.世話人会

25 I 図書館だより第 109号発行「第 13回図書館まつ !>J

25 1 高架下資料保存庫完成

31 1 駿員の退職 2名、 (司書 1名、笹備員1名 )

31 1 嘱託職員(萩原祥三)退任

12. 1 I 協力員委嘱 1名 (木田じゅん子)

5 I 講演会 (喜多川周之)
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